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一

京
都
女
子
大
学
図
書
館
谷
山
文
庫
所
蔵
『
に
は
た
づ
み
』（
写
本
、
一
冊
、
0 90
Ta
88
5 82
）
は
、
和
歌
一
五
二
首
・
発
句
一
句
の
注
釈
書

で
あ
る
。
書
誌
事
項
は
左
の
通
り
。

縦
二
一
・
二
糎
、
横
一
四
・
八
糎
の
半
紙
本
。
黄
土
色
布
目
紙
表
紙
（
後
装
）。
四
つ
目
袋
綴
。
外
題
「
に
は
た
つ
み

全
」（
中
央
・

墨
流
し
紙
題
簽
・
墨
書
・
本
文
と
別
筆
）。
扉
題
「
に
は
た
つ
み
」（
外
題
と
同
筆
）。
内
題
な
し
。
料
紙
楮
紙
。
墨
付
三
六
丁
。
半
丁

九
行
書
。
和
歌
一
首
一
行
書
。
歌
頭
に
朱
の
合
点
、
朱
引
き
あ
り
。
本
文
と
同
筆
お
よ
び
別
筆
の
書
入
れ
あ
り
。
第
一
丁
序
部
分
の
下

お
よ
び
最
終
丁
表
奥
書
部
分
の
下
に
「
泉
桂
堂
」
の
陽
刻
朱
長
方
印
。
同
奥
書
の
「
成
従
」
と
あ
る
下
に
扇
模
様
陽
刻
朱
丸
印
。
第
一

丁
表
右
下
に
「
谷
山
蔵
書
」
の
陽
刻
朱
方
印
。
江
戸
後
期
写
。

序
に
、

此
一
巻
を
に
は
た
づ
み
と
名
付
侍
る
事
は
、
西
行
上
人
の
詠
歌
を
巻
頭
と
し
て
、
八
代
集
の
内
或
は
源
氏
等
の
秘
歌
ど
も
を
書
顕
註
之

谷
山
文
庫
所
蔵
和
歌
注
釈
書
『
に
は
た
づ
み
』
解
題
と
翻
刻

大

谷

俊

太

赤

石

ひ

ろ

こ



82

畢
。
於
懐
中
可
為
秘
蔵
秘
書
と
云
々

と
あ
る
よ
う
に
（
図
版
１
参
照
）、
八
代
集
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
所
収
の
和
歌
の
注
釈
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
に
は
た
づ
み
』
に
つ
い
て

は
、
旧
蔵
者
谷
山
茂
博
士
に
よ
る
「
架
蔵
本
『
に
は
た
づ
み
』」（
初
出
、『
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
会
会
報
』
三
六
号
・
一
九
九
〇
年
。

の
ち
、『
中
世
和
歌
つ
れ
づ
れ
谷
山
茂
短
篇
集
』
一
九
九
三
年
・
思
文
閣
出
版
、
に
所
収
）
の
短
い
紹
介
以
外
、
こ
れ
ま
で
言
及
あ
る
を
知

ら
な
い
。
本
書
の
奥
書
部
分
は
図
版
2
の
通
り
。

　
　

元
亀
二
年
《
辛
未
》
卯
月
日
書
之　
　

藤
原
朝
臣
□
□

　
　

于
時
寛
文
弐
《
壬
寅
》
十
一
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
六
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
従

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
奥
書
の
難
読
の
署
名
を
、
谷
山
博
士
は
心
眼
を
以
て
「
晴
右
」
と
読
ま
れ
た
。
晴
右
と
は
勧
修
寺
晴
右
、
大

永
三
年
（
一
五
二
三
）
生
ま
れ
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
一
月
一
日
没
、
五
十
五
歳
。
父
は
勧
修
寺
尹
豊
、
母
は
伊
勢
貞
遠
女
。
晴
右
の

娘
、
晴
子
は
誠
仁
親
王
の
女
房
と
な
り
、
後
陽
成
天
皇
を
生
む
。
初
名
晴
秀
、
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
権
中
納
言
、
永
禄
十
年
（
一

五
六
七
）
晴
右
と
改
名
。『
に
は
た
づ
み
』
が
書
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
元
亀
二
年
に
は
、
従
二
位
権
中
納
言
。
既
に
中
納
言
と
な
っ
て
久
し

い
晴
右
が
「
黄
門
」
で
は
な
く
「
朝
臣
」
と
署
名
す
る
こ
と
に
不
審
を
覚
え
る
が
、
公
卿
の
中
で
は
他
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
名
を
求
め
難
く

も
あ
る
。
但
、
後
述
す
る
本
書
の
内
容
か
ら
し
て
、
作
者
は
公
家
で
あ
る
よ
り
は
連
歌
師
も
し
く
は
連
歌
好
士
が
相
応
し
く
、
も
し
勧
修
寺

晴
右
の
奥
書
で
あ
る
と
し
て
も
、
作
者
の
も
の
で
は
な
く
書
写
奥
書
と
考
え
ら
れ
る
。

続
け
て
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
十
一
月
の
年
記
が
あ
り
、
二
行
分
ほ
ど
の
間
を
空
け
て
左
下
に
「
成
従
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
寛
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文
二
年
に
書
写
し
た
人
物
と
成
従
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
成
従
に
も
朱
引
き
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
の
筆
者
と
成
従
と
も
別

人
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
成
従
を
名
乗
る
人
物
と
し
て
は
、
往
来
物
な
ど
の
書
家
で
あ
る
溝
口
千
谷
（
元
禄
九
年
一
六
九
六
～
宝
暦
十

年
一
七
六
〇
）
が
い
る
が
、
蔵
書
印
記
の
「
泉
桂
堂
」
も
含
め
て
不
詳
。
本
書
自
体
は
江
戸
後
期
の
転
写
本
と
思
し
い
。
な
お
な
お
、
本
書

に
は
十
九
箇
所
に
別
筆
の
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
う
ち
四
四
番
歌
の
書
入
れ
の
冒
頭
に
は
「
邦
岡
曰
（
く
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
書
入

図版 1（本文巻頭部分）

図版 2（奥書部分）
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れ
筆
者
に
つ
い
て
も
不
詳
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
谷
山
文
庫
所
蔵
の
書
籍
に
は
し
ば
し
ば
谷
山
博
士
の
手
に
な
る
当
該
書
に
関
す
る
メ
モ
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
本
書
に
も
序
や

奥
書
、
歌
注
の
抄
出
な
ど
の
九
枚
の
メ
モ
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
枚
に
「
作
意
不
審
歌
抄
＝
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
写
之
」「『
に
は

た
づ
み
』
に
は
『
不
審
抄
』
に
な
い
歌
が
か
な
り
あ
る
。
そ
の
逆
も
あ
る
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
上
述
の
紹
介
記
事
に
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
谷
山
博
士
は
本
書
に
い
ま
一
本
の
伝
本
が
伝
わ
る
こ
と
を
存
知
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
『
作
意
不
審
歌
抄
』
と
は
、
中
川
芳
雄
氏

が
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
発
行
の
『
静
岡
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
一
〇
号
に
中
川
氏
架
蔵
本
の
解
題
・
翻
刻
を
公
に
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
（「
天
正
九
年
写

作
意
不
審
歌
抄

解
題
翻
刻
」、
以
後
、
中
川
本
と
称
す
る
）。
そ
の
解
題
に
拠
れ
ば
、
中
川
本
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

一
、
外
題
・
内
題
と
も
な
く
、
序
部
分
に
「
作
意
不
審
、
弁
が
た
き
哥
共
、
思
心
侍
り
儘
（
マ
マ
）、
百
六
十
首
書
抜
、
注
之
畢
」
と
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
中
川
氏
に
よ
り
「
作
意
不
審
歌
抄
」
と
命
名
さ
れ
た
。

　
　

一
、
巻
末
識
語
に
「
天
正
九
年
巳
六
月
十
五
日

写
之
畢
」
と
あ
り
、「
こ
の
本
の
写
本
年
代
を
け
ざ
や
か
に
物
語
っ
て
ゐ
る
」。

　
　

一
、
序
部
分
に
「
百
六
十
首
」
と
あ
る
が
、
現
状
は
百
四
十
五
首
の
注
釈
で
あ
る
。

　
　

一
、
藤
枝
白
子
の
旧
家
、
大
塚
家
旧
蔵
で
あ
る
。

谷
山
文
庫
本
（
以
後
、
谷
山
本
と
称
す
る
）
に
比
べ
、
書
写
年
代
は
中
川
本
が
断
然
古
い
と
思
わ
れ
る
が
、
被
注
歌
に
出
入
り
が
あ
り
、

配
列
も
若
干
異
な
る
。
注
釈
内
容
は
大
筋
は
変
わ
ら
な
い
が
、
谷
山
本
の
方
が
概
し
て
分
量
が
多
く
、
言
い
回
し
が
異
な
っ
た
り
、
別
の
一

説
、
ま
た
連
歌
の
式
目
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に
中
川
本
に
の
み
見
え
る
記
事
も
あ
り
、
一
方
か
ら
一
方
へ
の

単
純
な
書
承
関
係
は
成
立
し
な
い
。

歌
の
出
入
り
に
つ
い
て
は
、
谷
山
本
の
百
五
十
三
首
（
発
句
一
句
を
含
む
）
の
う
ち
、
百
二
十
首
は
中
川
本
と
重
な
り
、
三
十
三
首
（
発

句
一
句
を
含
む
）
は
中
川
本
に
は
不
載
の
歌
で
あ
る
。
即
ち
、
中
川
本
の
百
四
十
五
首
の
う
ち
、
二
十
五
首
は
谷
山
本
に
は
不
載
の
歌
で
あ
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る
。
従
っ
て
、
二
本
合
わ
せ
て
の
被
注
歌
の
数
は
百
七
十
八
首
と
な
る
。
中
川
本
の
序
文
に
は
「
百
六
十
首
書
抜
注
之
畢
」
と
あ
っ
た
が
、

既
に
そ
の
数
を
超
え
て
い
る
。

な
お
、
本
書
の
注
釈
部
分
の
文
に
、「
前
」
に
注
し
た
と
の
注
記
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

一
二
八
（
104
）
東
路
の
道
の
は
て
な
る
ひ
た
ち
帯
か
ご
と
斗
り
も
あ
は
ん
と
ぞ
思
ふ
（
新
古
今
1052
）

　
　
　
　
　
　
　

此
う
た
に
同
じ
歌
を
前
に
注
し
侍
る
也
。

し
か
し
、「
前
」
の
注
に
当
た
る
も
の
は
本
書
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
従
っ
て
、
現
存
以
外
に
も
被
注
歌
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
こ

と
に
な
る
。二

本
書
所
収
和
歌
の
判
明
し
た
出
典
内
訳
は
以
下
の
通
り
。

　
　

古
今
集
（
三
三
首
）　　
　
　
　
　

新
古
今
集
（
二
四
首
）　　
　
　
　

夫
木
和
歌
抄
（
一
三
首
）　　

　
　

源
氏
物
語
（
九
首
）　　
　
　
　
　

後
撰
集
（
七
首
）　　
　
　
　
　
　

梵
灯
庵
袖
下
集
（
七
首
）

　
　

千
載
集
（
四
首
）　　
　
　
　
　
　

続
古
今
集
（
四
首
）　　
　
　
　
　

拾
遺
愚
草
（
四
首
）

　
　

新
勅
撰
集
（
三
首
）　　
　
　
　
　

金
葉
集
（
三
首
）　　
　
　
　
　
　

玉
葉
集
（
三
首
）　　

　
　

後
鳥
羽
院
遠
島
百
首
（
二
首
）　　

秋
篠
月
清
集
（
二
首
）　　
　
　
　

松
下
集
（
二
首
）　　

　
　

拾
遺
集
（
以
下
、
一
首
）　　
　
　

詞
花
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

続
千
載
集

　
　

新
後
拾
遺
集　
　
　
　
　
　
　
　

新
後
撰
集　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
葉
集
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俊
頼
髄
脳　
　
　
　
　
　
　
　
　

愚
見
抄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
五
記

　
　

未
来
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
今
六
帖　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
花
集

　
　

山
家
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壬
二
集　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
槐
集

　
　

伊
勢
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
家
物
語　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

出
典
不
明
歌
（
一
六
首
）

（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「
和
歌
・
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
拠
る
検
索
結
果
。
但
、
複
数
の
出
典
が
指
摘
で
き
る
場
合
は
適
宜
一
つ
に
絞
っ

て
掲
出
し
て
い
る
）

序
に
言
う
ご
と
く
、八
代
集
と
源
氏
物
語
で
八
十
二
首
に
な
り
、全
体
百
五
十
三
首
の
半
分
以
上
を
占
め
る
。
中
で
は
『
松
下
集
』（
二
首
）

が
時
代
も
新
し
く
目
を
引
く
が
、
本
文
の
異
同
が
大
き
く
、
本
書
が
正
広
周
辺
の
成
立
と
も
考
え
難
い
。

本
書
に
於
け
る
和
歌
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
私
撰
集
・
類
題
集
の
よ
う
に
四
季
・
恋
・
雑
の
部
立
に
分
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

全
体
で
統
一
し
た
主
題
で
揃
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
出
典
を
同
じ
く
す
る
和
歌
が
並
ぶ
場
合
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
出
典
歌
集
別

に
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
い
っ
た
い
被
注
歌
は
ど
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
か
。

以
下
に
、
谷
山
本
の
冒
頭
二
十
六
首
の
和
歌
を
掲
げ
る
。
注
釈
部
分
は
省
略
し
被
注
歌
の
み
を
配
列
順
（
漢
数
字
）
に
示
し
、
中
川
本
の

歌
番
号
（
洋
数
字
）
を
括
弧
内
に
添
え
（
中
川
本
に
不
載
の
場
合
は
×
を
付
し
た
）、
和
歌
の
下
に
出
典
注
記
を
記
し
た
。

一
（
1
）
君
も
み
よ
に
は
た
づ
み
に
も
秋
の
夜
の
月
は
隔
つ
る
な
ら
ひ
有
か
は
（
出
典
不
明
）

二
（
3
）
あ
げ
ま
き
に
長
き
契
り
を
結
び
こ
め
て
同
じ
心
に
よ
り
も
あ
わ
な
ん
（
源
氏
物
語

総
角
653
）
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三

×

足
引
の
山
の
降
水
に
陰
み
え
て
ゑ
ぐ
の
わ
か
な
を
摘
は
誰
が
な
ぞ
（
出
典
不
明
）　　

四
（
2
）
雪
消
え
ば
ゑ
ぐ
の
若
菜
も
摘
べ
き
に
春
さ
へ
は
れ
ぬ
太
山
辺
の
さ
と
（
金
葉
三
奏
本
９
・
詞
花
5
）

五

×

村
雨
の
は
れ
間
に
出
て
い
ざ
摘
む
と
が
の
尾
山
の
春
の
若
草
（
出
典
不
明
）

六

×

山
鳥
の
尾
上
の
茶
の
葉
春
の
日
に
な
が
〳
〵
し
く
も
摘
み
暮
す
哉
（
出
典
不
明
）

七
（
4
）
い
つ
の
ま
に
神
さ
び
ぬ
ら
ん
か
ぐ
山
の
む
杉
が
本
は
苔
の
む
す
ま
で
（
万
葉
261
・
夫
木
139
09
・
歌
枕
名
寄
2915
）

八

×

船
と
む
る
遠
か
た
人
に
な
く
は
こ
そ
あ
す
帰
り
こ
む
せ
な
と
待
み
よ
（
源
氏
物
語

薄
雲
303
）

九

×

ゆ
き
て
こ
そ
あ
す
も
さ
ね
こ
む
中
々
に
遠
か
た
人
は
心
お
く
と
も
（
源
氏
物
語

薄
雲
304
）

一
〇
×

け
ふ
よ
り
は
我
を
も
ち
い
の
か
ゞ
み
草
さ
か
へ
さ
か
ふ
る
陰
ぞ
久
し
き
（
梵
灯
庵
袖
下
集
5
）

一
一
×

夏
の
庭
水
た
め
て
み
む
か
ゞ
み
草
た
だ
咲
く
花
の
色
は
く
れ
な
い
（
梵
灯
庵
袖
下
集
6
）

一
二
×

朝
顔
の
あ
だ
成
花
の
か
ゞ
み
草
う
つ
し
と
ゞ
む
る
名
残
あ
れ
か
し
（
梵
灯
庵
袖
下
集
7
）

一
三
×

冬
の
庭
月
も
落
葉
か
ゞ
み
草
松
の
下
ば
ぞ
し
ば
し
く
も
れ
る
（
梵
灯
庵
袖
下
集
8
）

中
川
本
と
で
は
二
（
3
）
と
四
（
2
）
の
配
列
が
逆
に
な
る
が
、
そ
れ
以
外
は
同
じ
配
列
で
あ
り
、
谷
山
本
で
は
そ
の
合
間
に
、
中
川
本

に
は
な
い
三
・
五
・
六
・
八
～
一
三
の
和
歌
が
加
わ
っ
て
い
る
。
三
・
五
・
六
の
和
歌
は
、
四
の
和
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ゑ
ぐ
の
若
菜
」

あ
る
い
は
「
摘
（
む
）」
と
い
う
言
葉
を
持
つ
と
い
う
関
連
で
以
て
並
べ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、一
〇
～
一
三
は
い
ず
れ
も
「
か

が
み
草
」
の
和
歌
で
あ
り
、『
梵
燈
庵
袖
下
集
』
か
ら
ま
と
め
て
取
り
込
ま
れ
た
も
の
か
。
さ
ら
に
、
一
四
以
下
、
二
一
ま
で
は
、
一
八
番

を
除
き
『
新
古
今
集
』
所
収
歌
が
続
く
。
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一
四
（
5
）
萩
が
花
ま
そ
で
に
か
け
て
高
円
の
尾
上
の
宮
に
ひ
れ
ふ
る
や
誰
（
新
古
今
331
）

一
五
（
7
）
水
茎
の
岡
の
く
ず
葉
も
色
付
ぬ
今
朝
う
ら
か
な
し
秋
の
初
風
（
新
古
今
296
）

一
六
（
８
）
五
月
雨
は
空
を
ぼ
れ
し
て
時
鳥
時
に
鳴
音
は
人
も
と
が
め
ず
（
新
古
今
1044
）

一
七
（
９
）
打
ち
は
ゑ
て
く
る
し
き
物
は
人
め
の
み
忍
ぶ
の
浦
の
海
士
の
た
く
縄
（
新
古
今
1096
）

一
八
（
10
）
白
川
の
ひ
が
き
の
お
ふ
な
年
を
へ
て
み
づ
は
ぐ
む
迄
身
は
老
に
け
り
（
後
撰
1219
）

一
九
（
11
）
あ
し
の
屋
の
賤
は
た
帯
の
か
た
結
び
心
や
す
く
も
打
と
く
る
哉
（
新
古
今
1164
）

二
〇
（
12
）
我
恋
は
ち
ぎ
の
か
た
そ
ぎ
か
た
く
の
み
ゆ
き
あ
わ
で
年
の
つ
も
り
ぬ
る
哉
（
新
古
今
1114
）

二
一
（
14
）
玉
柏
葉
し
げ
り
に
け
り
な
さ
み
だ
れ
の
葉
も
り
の
神
も
し
め
わ
ぶ
る
迄
（
新
古
今
230
）

一
九
に
「
か
た

0

0

結
び
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
二
〇
に
「
か
た
く

0

0

0

の
み
」
と
あ
る
歌
が
導
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
二
〇
の
「
千
木
」
の

関
連
で
二
一
の
「
神
」「
し
め
」
が
付
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
一
の
「
玉
柏
葉
」
以
下
、
二
六
の
「
岩
戸
柏
」
ま
で
は
「
柏
」

の
歌
が
並
ぶ
。

二
二
（
14
注
）
難
波
江
の
も
に
う
づ
も
る
ゝ
玉
柏
あ
ら
は
れ
て
だ
に
人
を
恋
ば
や
（
千
載
641
）

二
三
（
81
）
あ
ふ
事
を
水
の
柏
に
う
ら
と
へ
ば
沈
に
浮
く
は
泪
也
け
り
（
続
古
今
1290
）

二
四
（
135
）
い
そ
の
か
み
ふ
る
川
野
べ
の
も
と
柏
も
と
の
心
は
朽
せ
ざ
り
け
り
（
古
今
886
）

二
五
（
137
）
嵐
吹
遠
山
本
の
村
が
し
は
誰
軒
端
よ
り
雪
は
ろ
ふ
ら
ん
（
愚
見
抄
20
・
家
隆
卿
）

二
六

×

花
の
散
吉
野
ゝ
里
に
賎
の
緒
は
岩
と
柏
を
ふ
み
し
だ
き
つ
ゝ
（
出
典
不
明
）
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二
三
～
二
五
は
、
中
川
本
で
は
他
の
箇
所
に
置
か
れ
て
い
る
「
柏
」
の
歌
が
集
め
ら
れ
る
形
で
、
こ
こ
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

以
上
の
例
か
ら
、
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
が
同
じ
か
縁
語
・
連
想
関
係
に
よ
っ
て
和
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
二
七
か
ら
三
一
の
注
釈
の
内
容
を
見
る
こ
と
で
さ
ら
に
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

二
七
（
15
）
あ
ふ
事
を
け
ふ
松
が
へ
の
手
向
草
幾
世
し
お
る
ゝ
袖
と
か
も
み
む
（
新
古
今
1153
）

　
　
　
　
　
　

手
向
草
と
は
松
の
事
を
云
り
。
千
世
み
草
と
も
松
也
。

二
八
（
16
）
ぬ
れ
て
ほ
す
玉
ぐ
し
の
葉
の
露
霜
に
天
て
る
光
幾
世
へ
ぬ
ら
ん
（
新
古
今
737
）

　
　
　
　
　
　

玉
ぐ
し
の
葉
と
は
松
の
事
を
云
也
。
中
に
も
天
照
大
神
・
八
幡
大
菩
薩
の
御
愛
木
也
。
其
侭
神
体
に
て
ま
し
ま
す
也
。

二
九

×

深
く
入
て
神
路
の
山
を
尋
ば
又
上
も
な
き
嶺
の
松
か
げ
（
千
載
1278
）

　
　
　
　
　
　

神
路
山
と
は
、
伊
勢
の
山
田
の
山
を
云
也
。
天
照
大
神
と
申
は
則
彼
松
に
て
侍
る
也
。　
　
　

三
〇

×

と
へ
か
し
な
玉
ぐ
し
の
葉
に
み
が
く
れ
て
も
ず
の
く書
ち
が
へ
歟

き
目
詠
な
ら
ず
と
も（
続
古
今
1759
、下
句「
も
ず
の
草
ぐ
き
め
ぢ
な
ら
ず
と
も
」）

　
　
　
　
　
　

是
は
又
榊
の
事
也
。
榊
を
も
玉
ぐ
し
の
葉
と
云
な
り
。
う
た
の
趣
に
よ
り
て
替
る
物
也
。
天
照
ひ
か
り
い
く
世
経
ぬ
ら
ん

三
一

×

春●
万
葉
の
哥

さ
れ
ば
も伯
労
鳥ず

の
草
ぐ
き
み
え
ず
共
我
は
み
や
ら
ん
君
が
あ
た
り
を
（
玉
葉
1609
）

　
　
　
　
　
　

も
ず
の
草
ぐ
き
と
は
、
霞
の
事
を
云
也
。
又
鵙
の
蛙
な
ど
を
む
ば
ら
の
枝
に
さ
し
置
た
る
を
も
云
也
。
時
鳥
の
く
さ
で
と
て

鵙
の
さ
し
て
置
と
い
ふ
。
是
秘
す
る
事
共
也
。

二
七
と
二
八
は
注
釈
を
見
る
と
「
手
向
草
」
も
「
玉
ぐ
し
の
葉
」
も
い
ず
れ
も
実
は
松
の
事
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
、
二
八
の
注
で
そ

の
松
が
そ
の
ま
ま
天
照
大
神
の
神
体
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
、
そ
の
証
歌
と
し
て
二
九
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
二
八
で
は
「
松
」
の
意
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味
で
あ
っ
た
「
玉
ぐ
し
の
葉
」
が
、
三
〇
で
は
「
榊
」
の
こ
と
で
あ
る
と
別
の
説
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
三
〇
に
出
て
く
る
「
も
ず
の
草
ぐ
き
」

が
三
一
で
は
「
霞
」
を
意
味
す
る
と
の
説
が
述
べ
ら
れ
る
。

抑
、
本
書
に
於
け
る
注
釈
の
内
容
は
、
例
え
ば
一
番
歌
で
は
「
に
は
た
づ
み
と
は
」、
二
番
歌
で
は
「
あ
げ
ま
き
と
は
」、
こ
の
二
七
番
歌

で
は
「
手
向
草
と
は
」、
二
八
番
歌
で
は
「
玉
ぐ
し
の
葉
と
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
歌
語
の
意
味
の
説
明
が
中
心
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
と
、
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
同
じ
言
葉
も
し
く
は
そ
の
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
和
歌
が
並
ん
で
い
る

こ
と
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
本
書
は
、
も
と
も
と
何
ら
か
の
和
歌
集
が
あ
っ
て
そ
の
注
釈
が
施
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
歌
語
の
説
明
の
た

め
に
そ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
和
歌
、
つ
ま
り
証
歌
が
次
々
に
連
想
さ
れ
、
集
め
ら
れ
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

三

で
は
、
本
書
は
誰
に
よ
っ
て
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
か
。

八
九
（
71
）
侘
し
ら
ぬ
ま
し
ら
な
ゝ
き
そ
足
引
の
山
の
か
ひ
有
け
ふ
に
や
は
あ
ら
ぬ
（
古
今
集
1067
）

　
　
　
　
　
　

猿
と
一
つ
、
ま
し
ら
と
一
つ
、
百
韻
に
二
つ
の
物
な
り
。
わ
び
し
ら
と
は
、
わ
び
し
き
と
い
ふ
心
也
。
山
の
か
ひ
と
は
山
の

間
を
云
り
。

九
八
（
77
）
し
ら
ざ
り
し
我
恋
草
や
茂
る
ら
ん
き
の
ふ
は
か
ゝ
る
袖
の
露
か
は
（
続
千
載
1033
）

　
　
　
　
　
　

恋
種
の
し
げ
る
、
か
る
ゝ
な
ど
云
へ
ば
、
植
物
二
句
嫌
也
。
わ
す
れ
草
と
は
萱●忘
憂
草
ト
云
也

草
を
云
也
。
又
べ
う
し
よ
に
を
ふ
る
草
の
事

を
云
也
。
年
を
へ
て
し
げ
る
程
に
な
れ
ば
其
人
の
事
を
忘
る
ゝ
と
云
り
。

一
〇
六
（
85
）
暮
ぬ
れ
ば
四
方
の
草
木
を
山
風
の
己
し
ほ
る
ゝ
柴
の
袖
垣
（
拾
遺
愚
草
員
外
・
藤
川
百
首
1590
）

　
　
　
　
　
　
　

柴
の
袖
が
き
と
は
、
ひ
と
の
さ
し
入
口
に
ち
い
さ
く
垣
を
す
る
事
云
也
。
塀
な
ど
を
も
す
る
也
。
袖
が
き
と
し
た
る
句
な
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ど
衣
類
に
な
る
べ
か
ら
ず
。

右
の
傍
線
部
は
い
ず
れ
も
連
歌
の
式
目
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
連
歌
を
詠
む
人
に
対
し
て
の
注
釈
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
そ
う
思
え
ば
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
も
納
得
が
行
く
。

二
四
、
い
そ
の
か
み
ふ
る
川
野
べ
の
もモ

とト

柏
も
と
の
心
は
朽
せ
ざ
り
け
り
（
古
今
巻
886
）

　
　
　
　

も
と
柏
と
は
又
松
の
こ
と
を
云
也
。
さ
ら
に
一
に
心
得
べ
か
ら
ず
。

一
一
二
、
さ
ひ
た
妻
又
う
ら
わ
か
身
御
芳
野
の
霞
が
く
れ
に
雉
子
鳴
な
り
（
万
代
和
歌
集
168
）

　
　
　
　
　

さ
ひ
た
妻
と
は
、
若
草
の
惣
名
也
。
諸
草
又
ち
い
さ
け
れ
ば
か
く
れ
所
な
さ
に
、
雉
子
な
ど
も
霞
が
く
れ
に
な
く
と
よ
め
り
。

　
　
　
　
　

又
い
た
ど
り
の
事
を
も
云
也
。
歌
に
依
て
心
替
べ
き
也
。

五
二
、
終
夜
枕
な
が
る
る
泪
川
あ
ふ
瀬
に
か
ゝ
れ
夢
の
う
き
橋
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　

夢
の
う
き
橋
と
は
、
心
の
か
よ
ふ
事
を
云
也
。
又
源
氏
の
夢
の
う
き
橋
と
は
、
源
氏
の
威
勢
三
国
に
陰
れ
な
き
事
ど
も
も
夢
の
様

な
る
と
観
念
し
た
る
心
を
も
云
也
。
句
に
よ
り
て
心
持
可
替
也
。

被
注
歌
で
の
言
葉
の
意
味
を
説
明
し
た
上
で
、「
又
～
」
と
別
の
意
味
を
掲
げ
、意
味
は
一
つ
で
は
な
い
と
説
く
。
歌
に
よ
っ
て
、句
に
よ
っ

て
意
味
合
い
が
変
わ
っ
て
よ
い
と
指
摘
す
る
の
は
、
連
歌
を
展
開
さ
せ
る
た
め
、
言
葉
の
意
味
を
別
の
意
味
に
取
り
な
し
て
付
け
て
行
く
こ

と
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
本
書
は
実
際
に
連
歌
を
詠
も
う
と
す
る
人
の
た
め
に
、
連
歌
師
が
、
連
歌
に
用
い
る
語
の
証
歌
を
掲
げ
、
実
際
的
・

具
体
的
に
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

『
作
意
不
審
歌
抄
』
を
紹
介
し
た
中
川
芳
雄
氏
は
、
谷
山
本
の
一
一
四
番
、
中
川
本
で
は
93
番
歌
の
注
、
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庭
中
に
あ
す
は
の
神
の
こ
し
は
た
て
行
す
ゑ
い
は
ふ
か
へ
り
く
ま
で
に
（
夫
木
抄
160
51
・
万
葉
4350
）

　
　
　
　

あ
す
は
の
神
と
ハ
、
釜
神
之
事
也
。
こ
し
は
た
と
は
、
あ
か
い
ゝ
を
云
也
。
其
家
人
、
旅
な
ど
へ
ゆ
く
時
、
何
事
も
な
ふ
ま
ぼ
り

給
へ
ば
、
か
ま
の
か
ミ
を
ま
つ
る
也
。
其
く
う
す
る
あ
か
い
ゝ
を
、
こ
し
は
た
と
云
也
。（
中
川
本
に
よ
る
）

を
引
き
、「「
こ
し
は
た
」
を
「
あ
か
い
ひ
（
赤
飯
）」
と
す
る
説
な
ど
い
さ
さ
か
奇
説
に
近
い
も
の
も
あ
ら
う
が
、
か
に
か
く
に
、
本
抄
各

所
に
、
或
は
珍
、
或
は
奇
、
或
は
妙
変
、
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
て
い
の
解
も
あ
る
」
と
、
本
書
の
説
の
特
異
さ
を
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
谷

山
氏
も
谷
山
本
の
九
番
歌
の
注
、

　
　

九
、
ゆ
き
て
こ
そ
あ
す
も
さ
ね
こ
む
中
〳
〵
に
遠
か
た
人
は
心
お
く
と
も
（
源
氏
物
語

薄
雲
・
光
源
氏
304
）

　
　
　
　
　

さ
ね
来
む
と
は
、
源
中
一
の
秘
事
也
。
宿
木
と
書
て
さ
ね
こ
む
と
よ
ま
せ
た
り
。（
頭
注
）
宿サ
ネ

木コ
ム

を
引
き
、「「
さ
ね
来
む
」
を
早
く
来
る
の
意
に
解
す
る
の
は
、
す
で
に
紫
明
抄
な
ど
に
も
見
え
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
を
「
宿
木
」
に
当
て

る
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
独
特
の
釈
で
あ
る
」
と
解
釈
の
特
異
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
さ
ね
来
む
と
は
、
源
中
一
の
秘
事
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
特
異
さ
は
、
当
時
の
秘
事
・
秘
説
と
関
わ
っ
て
産
み
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
ら
し
い
。
第
二
章
で
取
り
挙
げ
た
二
八
の
「
玉
ぐ
し
の
葉
と
は
、
松
の
事
を
云
也
」
な
ど
も
、
常
識
的
な
意
味
と
は
違
っ
た
解
釈
が
示

さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
被
注
歌
に
出
典
不
明
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
歌
の
本
文
自
体
が
、
正
統
的
な
テ
キ
ス
ト
と
は
相
当
に
異
な
る
も
の
が
あ

る
こ
と
も
、
本
書
が
都
に
於
け
る
歌
学
の
主
流
か
ら
は
距
離
を
置
い
た
と
こ
ろ
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
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〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
谷
山
文
庫
所
蔵
『
に
は
た
づ
み
』（
谷
山
本
）
を
底
本
と
す
る
。

一
、
翻
字
は
原
則
と
し
て
原
本
通
り
と
す
る
。
但
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
合
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
適
宜
、
句
読
点
・
並
列
点
を
施
し
清
濁
を
分
か
っ
た
。

一
、
割
書
部
分
は
《

》
で
括
り
示
し
た
。

一
、
和
歌
を
示
す
朱
の
合
点
、
朱
引
き
は
省
略
し
た
。

一
、
判
読
不
能
箇
所
は
、
□
で
示
し
た
。

一
、
和
歌
に
は
漢
数
字
で
番
号
を
振
り
、
そ
の
す
ぐ
下
に
、『
作
意
不
審
歌
抄
』（
中
川
本
）
に
該
当
歌
が
あ
る
場
合
は
そ
の
番
号
を
洋
数
字

で
記
し
、
該
当
歌
が
な
い
場
合
は
×
印
を
付
し
た
。

一
、
和
歌
の
下
に
出
典
注
記
を
付
し
た
。
検
索
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
っ
て
行
い
、
そ
の
番
号
を
付
し
た
。

一
、
そ
の
他
、
私
の
注
記
事
項
は
（

）
で
示
し
た
。

〔
翻
刻
〕

此
一
巻
を
に
わ
た
づ
み
と
名
付
侍
る
事
は
、
西
行
上
人
の
詠
歌
を
巻
頭
と
し
て
、
八
代
集
の
内
或
は
源
氏
等
の
秘
歌
ど
も
を
書
顕
註
之
畢
。

於
懐
中
可
為
秘
蔵
秘
書
と
云
々
。

一
（
１
）
君
も
み
よ
に
は
た
づ
み
に
も
秋
の
夜
の
月
は
隔
る
な
ら
ひ
有
か
は
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　

縦タ
ト
ヘば

に●
潢

潦

わ
た
づ
み
と
は
、
雨
な
ど
の
降
た
る
時
、
庭
に
た
ま
り
た
る
濁
水
の
事
を
い
ふ
也
。
是
に
も
日
月
は
隔
な
く
宿
り
給
ひ
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て
、
光
を
増
給
ふ
物
也
。
数
な
ら
ぬ
我
等
ご
と
き
の
身
に
も
、
な
さ
け
ま
し
ま
せ
と
君
に
う
つ
た
ゑ
て
よ
め
る
歌
也
。
又
詩
の

心
を
以
て
読
る
也
。
其
詩
に
曰
、
君
見
一
夜
滝
泥
水

不
在
清
波
月
前

此
詩
の
心
也
。（
頭
注
）
●
左
傳
、
潢
汗
行
潦
之

水
ト
ニ
ワ
タ
ヅ
ミ
也
。
潢
ハ
字
書
ニ
積
水
池
。
行
潦
ハ
路
上
ノ
流
水
。
孟
子
朱
註
、
行
潦
道
上
無
源
之
水
也
。

二
（
３
）
あ
げ
ま
き
に
長
き
契
り
を
結
び
こ
め
て
同
じ
心
に
よ
り
も
あ
わ
な
ん
（
源
氏
物
語

総
角
653
）

　
　
　
　
　

あ●丱
角

見
詩
経

げ
ま
き
と

ク
ハ
ン

は
、
七
よ
り
十
五
迄
の
わ
ら
は
べ
の
事
を
云
也
。
源
氏
の
か
お
る
大
将
、
東
屋
の
君
に
新
枕
の
時
読
る
歌
也
。
又
、

具
足
の
あ
げ
ま
き
を
も
云
ヘ
ル
間
、
句
に
よ
り
て
心
持
か
は
る
也
。

三

×

足
引
の
山
降
水
に
陰
み
え
て
ゑ
ぐ
の
わ
か
な
を
摘
は
誰
が
な
ぞ
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　

ゑ
ぐ
の
わ
か
な
な
ど
は
、
正
月
七
日
に
御
門
に
そ
な
へ
奉
る
を
云
也
。
又
茶
の
こ
と
を
も
ゑ
ぐ
と
読
る
歌
有
。
句
体
に
よ
り
候

べ
き
也
。

四
（
２
）
雪
消
ば
ゑ
ぐ
の
若
菜
も
摘
べ
き
に
春
さ
へ
は
れ
ぬ
太
山
辺
の
さ
と
（
金
葉
集
三
奏
本
９
・
詞
花
集
５
）

　
　
　
　
　

前
に
同
じ
好
忠
の
歌
也
。

五

×

村
雨
の
は
れ
間
に
出
て
い
ざ
摘
む
と
が
の
尾
山
の
春
の
若
草
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　

茶
の
事
を
若
草
と
読
る
也
。

六

×

山
鳥
の
尾
上
の
茶
の
葉
春
の
日
に
な
が
〴
〵
し
く
も
摘
暮
す
哉
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　

茶
を
つ
め
る
比
は
物
寂
し
き
物
な
る
か
。

七
（
４
）
い
つ
の
ま
に
神
さ
び
ぬ
ら
ん
か
ぐ
山
の
む
杉
が
本
は
苔
の
む
す
ま
で
（
万
葉
261
・
歌
枕
名
寄
2915
・
夫
木
抄
139
09
）

　
　
　
　
　

む
杉
と
は
、
ち
い
さ
き
杉
の
事
也
。
又
云
杉
の
か
し
ら
の
ほ
こ
に
に
た
る
を
も
云
也
。
句
に
よ
る
べ
し
。

八

×

舩
と
む
る
遠
か
た
人
に
な
く
は
こ
そ
あ
す
帰
り
こ
む
せ
な
と
待
み
よ
（
源
氏
物
語

薄
雲
303
）
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源
氏
薄
雲
に
、
源
氏
、
紫
の
上
の
か
た
へ
お
は
し
ま
し
て
、
あ
す
帰
り
こ
む
と
口
ず
さ
み
給
へ
ば
、
紫
の
読
給
ふ
歌
也
。
扨
こ

そ
源
氏
の
か
へ
し
の
歌
に
。

九

×

ゆ
き
て
こ
そ
あ
す
も
さ
ね
こ
む
中
〳
〵
に
遠
か
た
人
は
心
お
く
と
も
（
源
氏
物
語

薄
雲
304
）

　
　
　
　
　

さ
ね
来
む
と
は
、
源
中
一
の
秘
事
也
。
宿
木
と
書
て
さ
ね
こ
む
と
よ
ま
せ
た
り
。（
頭
注
）
宿サ
ネ

木コ
ム

十

×

け
ふ
よ
り
は
我
を
も
ち
い
の
か
ゞ
み
草
さ
か
へ
さ
か
ふ
る
陰
ぞ
久
し
き
（
梵
灯
庵
袖
下
集
５
）

　
　
　
　
　

か
ゞ
み
草
は
四
季
に
有
。
春
は
大
根
、
夏
は
紅
、
秋
は
槿
、
冬
は
松
也
。
四
季
の
歌
に
、

一
一
×
夏
の
庭
水
た
め
て
み
む
か
ゞ
み
草
た
だ
咲
花
の
色
は
く
れ
な
い
（
梵
灯
庵
袖
下
集
６
）

　
　
　
　
　

す
ゑ
摘
花
の
事
也
。
夏
の
か
ゞ
み
草
也
。

一
二
×
朝
顔
の
あ
だ
成
花
の
か
ゞ
み
草
う
つ
し
と
ゞ
む
る
名
残
あ
れ
か
し
（
梵
灯
庵
袖
下
集
７
）

　
　
　
　
　

秋
の
か
ゞ
み
草
也
。

一
三
×
冬
の
庭
月
も
落
葉
の
か
ゞ
み
草
松
の
下
ば
ぞ
し
ば
し
く
も
れ
る
（
梵
灯
庵
袖
下
集
８
）

　
　
　
　
　

冬
の
鏡
草
也
。

一
四
（
５
）
萩
が
花
ま
袖
に
か
け
て
高
円
の
尾
上
の
宮
に
ひ
れ
ふ
る
や
誰
（
新
古
今
331
）

　
　
　
　
　
　

真
袖
と
は
両
方
の
袖
を
い
ふ
也
。
巾
振
と
は
ま
ね
く
と
い
ふ
事
也
。
新
古
今
顕
昭
の
歌
也
。

一
五
（
７
）
水
茎
の
岡
の
く
ず
葉
も
色
付
ぬ
今
朝
う
ら
か
な
し
秋
の
初
風
（
新
古
今
296
）

　
　
　
　
　
　

水
茎
の
岡
は
名
所
也
。
う
ら
が
な
し
と
は
あ
ら
あ
な
し
と
驚
き
た
る
心
也
。

一
六
（
８
）
五
月
雨
は
空
を
ぼ
れ
し
て
時
鳥
時
に
鳴
音
は
人
も
と
が
め
ず
（
新
古
今
1044
）

　
　
　
　
　
　

空
お
ぼ
れ
と
は
、
よ
く
し
れ
る
事
を
そ
れ
は
ず
れ
し
て
た
ま
り
た
る
や
う
の
事
也
。
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一
七
（
９
）
打
ち
は
ゑ
て
く
る
し
き
物
は
人
め
の
み
忍
ぶ
の
浦
の
海
士
の
た
く
縄
（
新
古
今
1096
）

　
　
　
　
　
　

打
は
へ
て
と
は
い
さ
と
も
云
也
。
し
の
ぶ
の
浦
は
名
所
也
。
あ
ま
の
た
く
縄
と
は
、
あ
み
の
う
け
な
わ
を
沖
に
引
は
へ
て
磯

に
ゐ
て
た
ぐ
る
事
を
云
也
。
煙
な
ど
を
結
び
て
、
た
く
縄
と
あ
ら
ば
、
塩
に
朽
た
る
縄
を
ひ
ろ
げ
て
た
く
事
也
。

一
八
（
10
）
白
川
の
ひ
が
き
の
お
ふ
な
年
を
へ
て
み
づ
は
ぐ
む
迄
身
は
老
に
け
り
（
後
撰
1219
）

　
　
　
　
　
　

水
は
ぐ
む
と
は
、
年
よ
り
て
腰
と
膝
と
一
所
に
よ
り
て
か
ゞ
み
て
あ
る
を
云
也
。
檜
垣
の
女
と
は
、
う
ら
表
に
み
へ
と
を
る

程
や
せ
た
る
事
を
云
也
。

一
九
（
11
）
あ
し
の
屋
の
賤
は
た
帯
の
か
た
結
び
心
や
す
く
も
打
と
く
る
哉
（
新
古
今
1164
）

　
　
　
　
　
　

賎
は
た
帯
と
は
、
布
を
る
時
腰
に
し
ま
き
と
云
縄
を
ゆ
ひ
付
る
を
云
也
。
是
は
立
居
に
は
や
く
と
け
や
す
き
や
う
に
、
か
た

結
び
に
す
る
物
也
。

二
〇
（
12
）
我
恋
は
ち
ぎ
の
か
た
そ
ぎ
か
た
く
の
み
ゆ
き
あ
わ
で
年
の
つ
も
り
ぬ
る
哉
（
新
古
今
1114
）

　
　
　
　
　
　

ち
ぎ
の
か
た
そ
ぎ
と
は
、
神
の
や
し
ろ
の
上
に
、
ち
ぎ
・
か
つ
を
木
と
て
す
ぐ
な
る
木
を
二
つ
打
ち
か
へ
て
お
く
也
。
両
の

は
し
行
あ
わ
ず
。
そ
れ
を
我
逢
ぬ
恋
に
な
ず
ら
へ
て
よ
め
る
歌
也
。

二
一
（
14
）
玉
柏
葉
し
げ
り
に
け
り
な
さ
み
だ
れ
の
葉
も
り
の
神
も
し
め
わ
ぶ
る
迄
（
新
古
今
230
）

　
　
　
　
　
　

玉
柏
と
は
五
月
の
比
一
切
の
草
木
わ
か
葉
み
る
〳
〵
と
う
つ
く
し
くキ
ィ

も
へ
か
さ
な
る
を
云
也
。
葉
守
の
神
と
は
、
千
草
万
木

の
葉
を
守
る
神
也
。
あ
ま
り
に
し
げ
り
か
さ
な
れ
ば
、
ま
も
り
あ
ま
し
た
る
と
云
。
新
古
今
の
歌
也
。

二
二
（
14
の
注
）
難
波
江
の
も
に
う
づ
も
る
ゝ
玉
柏
あ
ら
は
れ
て
だ
に
人
を
恋
ば
や
（
千
載
641
）

　
　
　
　
　
　

難
波
江
の
も
の
中
に
し
ろ
き
石
の
玉
に
似
た
る
を
云
也
。
浪
の
う
て
ば
あ
ら
は
る
ゝ
物
也
。
そ
の
ご
と
く
に
を
し
出
し
て
、

我
も
ひ
と
を
恋
な
ん
と
云
歌
也
。
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二
三
（
81
）
あ
ふ
事
を
水
の
柏
に
う
ら
と
へ
ば
沈
に
浮
く
は
泪
也
け
り
（
続
古
今
1290
）

　
　
　
　
　
　

是
は
伊
勢
の
二
見
の
浦
に
て
濱
ゆ
ふ
と
い
ふ
物
の
葉
に
石
を
置
て
、
我
お
も
ふ
事
を
う
ら
な
ふ
事
を
云
也
。
我
お
も
ふ
事
か

の
ふ
べ
き
に
は
う
き
て
め
ぐ
る
也
。
か
の
ふ
ま
じ
き
に
は
則
沈
也
。
物
こ
そ
し
づ
め
ば
我
恋
あ
ふ
ま
じ
き
と
て
な
げ
く
事
也
。

是
は
天
照
太
神
の
御
ち
か
ひ
と
い
ふ
也
。

二
四
（
135
）
い
そ
の
か
み
ふ
る
川
野
べ
の
もモ

とト

柏
も
と
の
心
は
朽
せ
ざ
り
け
り
（
古
今
886
）

　
　
　
　
　
　

も
と
柏
と
は
又
松
の
こ
と
を
云
也
。
さ
ら
に
一
に
心
得
べ
か
ら
ず
。

二
五
（
137
）
嵐
吹
遠
山
本
の
村
が
し
は
誰
軒
端
よ
り
雪
は
ろ
ふ
ら
ん
（
愚
見
抄
20
）

　
　
　
　
　
　

村
柏
と
は
、
北
国
に
て
大
雪
の
降
時
、
舟
の
ろ
の
は
の
ご
と
く
作
り
て
、
軒
場
に
積
り
た
る
雪
を
は
ら
ひ
お
と
す
物
の
事
を

云
也
。

二
六

×

花
の
散
吉
野
ゝ
里
に
賎
の
緒
は
岩
と
柏
を
ふ
み
し
だ
き
つ
ゝ
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　
　

是
吉
野
な
ど
に
、
岩
の
か
さ
な
り
た
る
柏
の
や
う
に
あ
る
を
云
也
。
葉
広
柏

詠
柏

朝
柏

夕
柏
と
て
さ
ま
ざ
ま
侍
る
。

口
伝
。
ひ
ろ
柏
と
は

の
事
を
云
り
。（
頭
注
）
●

側
綾
切
薬
草
、
又
薬
名
生
水
中
。

二
七
（
15
）
あ
ふ
事
を
け
ふ
松
が
へ
の
手
向
草
幾
世
し
お
る
ゝ
袖
と
か
も
み
む
（
新
古
今
1153
）

　
　
　
　
　
　

手
向
草
と
は
松
の
事
を
云
り
。
千
世
み
草
と
も
、
松
也
。

二
八
（
16
）
ぬ
れ
て
ほ
す
玉
ぐ
し
の
葉
の
露
霜
に
天
て
る
光
幾
世
へ
ぬ
ら
ん
（
新
古
今
737
）

　
　
　
　
　
　

玉
ぐ
し
の
葉
と
は
松
の
事
を
云
也
。
中
に
も
天
照
大
神
・
八
幡
大
菩
薩
の
御
愛
木
也
。
其
侭
神
体
に
て
ま
し
ま
す
也
。

二
九

×

深
く
入
て
神
路
の
山
を
尋
ば
又
上
も
な
き
嶺
の
松
か
げ
（
千
載
1278
）

　
　
　
　
　
　

神
路
山
と
は
、
伊
勢
の
山
田
の
山
を
云
也
。
天
照
大
神
と
申
は
則
彼
松
に
て
侍
る
也
。

サ
ウ
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三
〇

×

と
へ
か
し
な
玉
ぐ
し
の
葉
に
み
が
く
れ
て
も
ず
の
く
き書ち
が
へ
歟

目
詠
な
ら
ず
と
も
（
続
古
今
1759
）

　
　
　
　
　
　

是
は
又
榊
の
事
也
。
榊
を
も
玉
ぐ
し
の
葉
と
云
な
り
。
う
た
の
趣
に
よ
り
て
替
る
物
也
。

三
一

×

春●万
葉
の
哥

さ
れ
ば
も伯労
鳥ず
の
草
ぐ
き
み
え
ず
共
我
は
み
や
ら
ん
君
が
あ
た
り
を
（
玉
葉
1609
）

　
　
　
　
　
　

も
ず
の
く
さ
ぐ
き
と
は
霞
の
事
を
云
也
。
又
鵙
の
蛙
な
ど
を
む
ば
ら
の
枝
に
さ
し
置
た
る
を
も
云
也
。
時
鳥
の
く
さ
で
と
て

鵙
の
さ
し
て
置
と
い
ふ
。
是
秘
す
る
事
共
也
。

三
二
（
17
）
敷
た
へ
の
枕
の
上
を
す
ぎ
ぬ
也
露
を
尋
る
秋
の
初
風
（
新
古
今
295
）

　
　
　
　
　
　

敷
妙
の
枕
と
は
馴
た
る
枕
也
。
又
物
思
ふ
時
の
枕
と
も
云
り
。
恋
に
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。

三
三
（
18
）
と
は
る
ゝ
も
嬉
し
く
も
な
し
此
海
を
わ
た
ら
ぬ
人
の
な
げ
の
な
さ
け
は
（
後
鳥
羽
院
遠
島
百
首
79
）

　
　
　
　
　
　

な
げ
の
情
と
は
、
た
ゞ
大
か
た
に
し
た
る
偽
の
情
也
。
後
鳥
羽
院
を
き
の
国
へ
ま
し
ま
す
時
、
都
よ
り
ふ
み
に
て
と
ひ
奉
し

時
、
あ
そ
ば
し
た
る
と
な
む
。

三
四
（
19
）
よ
し
あ
し
の
事
な
歎
そ
何
事
も
さ
ほ
な
車
の
夢
の
う
き
世
に
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　
　

さ
を
な
車
と
は
、
絹
布
な
ど
を
ゝ
る
ひ
の
事
也
。
あ
れ
を
と
り
ま
わ
す
間
の
人
間
也
。
夢
の
間
の
人
の
一
世
に
あ
ま
り
に
な

げ
き
そ
と
云
こ
と
也
。
あ
だ
成
た
と
へ
也
。（
頭
注
）
僻
按
、
梭サ

を
投ナ
グ

る
間
と
い
ふ
事
也
。
註
謬
。

三
五
（
20
）
人
し
れ
ず
は
だ
ゑ
に
し
む
る
い
わ
た
帯
心
づ
く
し
の
月
を
こ
そ
ま
て
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　
　

い
わ
た
帯
と
は
、
懐
妊
し
た
る
女
の
五
月
め
よ
り
お
と
こ
の
帯
を
肌
へ
に
す
る
事
を
云
也
。
九
ノ
月
の
間
く
る
し
め
る
事
に

な
ず
ら
へ
よ
め
る
歌
也
。

三
六

×

神
も
我
を
守
れ
鹿
島
の
常
陸
帯
た
ゞ
一
筋
に
ち（

マ

マ

）

ぎ
り
そ
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　
　

ひ
た
ち
帯
と
は
上
の
帯
の
事
を
云
也
。
注
に
曰
、
ひ
た
ち
の
か
し
ま
の
宮
に
て
男
に
ゑ
ん
の
う
す
き
女
、
ま
た
、
女
に
縁
の

天
照
ひ
か
り
い
く
世
経
ぬ
ら
ん
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う
す
き
男
、
壬
子
の
日
、
互
の
帯
を
結
び
合
て
宝
殿
の
う
ち
に
三
日
置
て
三
日
め
の
日
取
出
し
て
、
祢
宜
が
一
方
の
口
を
手

の
内
に
持
て
と
ら
す
れ
ば
、
取
て
引
逢
た
る
を
其
侭
夫
婦
と
成
と
云
也
。

三
七
（
22
）
う
ば
そ
く
が
行
ふ
道
を
し
る
べ
に
て
こ
ん
世
も
深
契
た
が
ふ
な
（
源
氏
物
語

夕
顔
30
）

　
　
　
　
　
　

是
は
五
条
の
夕
顔
の
宿
に
て
、
隣
の
小
屋
に
て
み
ろ
く
仏
を
唱
て
廻
向
す
る
を
聞
給
ひ
て
、
源
氏
の
読
給
ふ
歌
也
。
う
ば
そ

く
と
は
、
山
卧
な
ど
の
事
を
云
な
り
。
又
、
源
氏
の
う
ば
そ
く
と
は
源
氏
の
お
ぢ
宇
治
山
に
住
給
ふ
を
云
也
。
お
と
こ
の
か

み
は
そ
ら
で
女
ぼ
ん
肉
ぢ
き
を
た
ち
て
行
け
る
を
云
也
。
仏
の
弟
子
に
も
う
ば
そ
く
う
ば
い
と
て
お
ほ
く
侍
り
し
也
。
う
ば

い
と
は
、
び
く
に
ゝ
は
な
ら
で
、
女
に
て
ひ
じ
り
き
り
た
る
を
云
り
。
五
十
六
億
七
千
万
歳
弥
勒
の
出
世
迄
も
の
ち
ぎ
り
を

か
け
て
よ
め
る
歌
也
。

三
八
（
23
）
も
ろ
か
づ
ら
落
葉
を
何
に
ひ
ろ
ひ
け
ん
名
は
む
つ
ま
じ
き
か
ざ
し
な
れ
ど
も
（
源
氏
物
語

若
菜
下
49
）

　
　
　
　
　
　

も
ろ
か
づ
ら
と
は
女
の
兄
弟
あ
る
を
云
也
。
女
三
の
宮
を
源
氏
て
ふ
あ
ひ
也
。
兄
の
落
葉
の
宮
を
ば
柏
木
の
ゑ
も
ん
が
得
て
、

女
三
の
宮
に
も
似
ず
、
冷
じ
か
り
し
事
を
読
る
也
。
名
は
む
つ
ま
じ
き
と
は
女
三
の
宮
の
や
う
に
も
侍
ら
ね
ば
、
心
う
か
り

し
事
也
。

三
九
（
27
）
恋
す
れ
ば
我
身
は
細
く
お
と
ろ
え
て
二
重
が
三
重
の
帯
と
成
迄
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　
　

帯
は
二
重
す
る
物
な
れ
ど
、
う
き
恋
に
や
せ
た
れ
ば
三
重
に
も
ま
は
る
べ
し
と
云
也
。
か
と
り
の
き
ぬ
と
は
、
匂
ひ
を
と
む

る
時
、
直
に
を
け
ば
と
ま
ら
ず
也
。
あ
は
ひ
に
へ
だ
て
の
き
ぬ
を
置
を
、
香
と
り
の
き
ぬ
と
い
ふ
也
。

四
〇
（
29
）
ほ
の
か
に
も
軒
端
の
荻
を
結
ば
ず
は
露
の
か
ご
と
を
何
に
か
け
ま
し
（
源
氏
物
語

夕
顔
39
）

　
　
　
　
　
　

か
ご
と
と
は
、
か
こ
く
つ
け
の
事
也
。
源
氏
空
蝉
に
思
ひ
か
け
ま
ゝ
こ
の
軒
端
の
荻
を
忍
ぶ
様
に
て
、
い
よ
の
介
が
も
と
へ

か
よ
ひ
給
ふ
。
軒
端
の
荻
は
か
く
つ
け
の
事
也
。
空
蝉
ゆ
へ
に
中
河
へ
さ
い
〳
〵
通
給
ひ
し
か
共
、
空
蝉
終
に
な
び
か
ず
物
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う
か
り
し
事
ど
も
と
な
り
。

四
一
（
28
）
お
な
じ
野
ゝ
露
に
や
つ
る
ゝ
藤
袴
哀
を
か
け
よ
か
ご
と
斗
も
（
源
氏
物
語

藤
袴
399
）

　
　
　
　
　
　

前
に
同
作
意
也
。

四
二
（
30
）
お
も
ひ
川
絶
ず
流
る
ゝ
水
の
泡
の
う
た
か
た
人
に
あ
わ
で
消
め
や
（
後
撰
515
）

　
　
　
　
　
　

お
も
ひ
川
と
は
、
涙
の
事
を
云
也
。
う
た
か
た
人
と
は
、
水
の
泡
を
云
也
。
う
た
か
た
人
と
は
、
情
深
き
人
の
事
を
云
也
。

四
三
（
31
）
我
恋
は
海
士
の
捨
草
徒
ら
に
朽
ま
さ
り
行
袖
を
見
せ
ば
や
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　
　

海
士
の
捨
草
と
は
、
海
士
人
の
塩
を
焼
て
後
に
捨
る
灰
の
事
を
云
也
。
何
の
や
う
に
も
た
ゝ
ず
、
朽
す
た
る
物
也
。
そ
れ
を

恋
に
な
ず
ら
へ
て
よ
め
る
也
。

四
四
（
32
）
わ
く
ら
ば
に
と
ふ
人
あ
ら
ば
須
磨
の
浦●ニ
イも

し
を
た
れ
つ
ゝ
わ
ぶ
と
こ
た
ゑ
よ
（
古
今
962
）

　
　
　
　
　
　

わ
く
ら
ば
と
は
、
稀
に
も
と
云
心
也
。
行
平
卿
須
磨
に
住
給
ひ
た
る
時
の
歌
也
。
又
わ
く
ら
ば
と
は
、
六
月
土
用
の
う
ち
に

草
木
の
葉
の
紅
葉
し
た
る
を
云
也
。
病
葉
と
書
て
よ
ま
せ
た
り
。（
頭
注
）
●
邦
岡
曰
、
呉
融
詩
、
五
陵
年
少
如
相
問

阿

対
泉
頭
一
布
衣
ト
。
此
歌
ニ
似
タ
リ
。
●
又
嬾ワ
ク

葉ラ
バ
ト
書カ
ク

ハ
木
ノ
若
葉
也
。
●
在
原
行
平
、
仁
和
帝
芹
川
行
幸
の
時
、
お
き
な

さ
び
の
歌
に
て
不
吉
に
叡
慮
お
ぼ
し
め
さ
れ
、
翌
年
流
ル
ト
二
須
磨
ノ
浦
ニ
一
。
後
撰
集
抄
・
伊
勢
物
語
抄
に
み
へ
た
り
。
古
今

に
田
む
ら
の
御
時
、
事
ニ
あ
た
り
て
津
の
国
須
摩
と
い
ふ
所
ニ
こ
も
り
侍
り
け
る
に
、
宮
の
内
に
侍
り
け
る
人
ニ
遺
し
け
る
と

て
此
歌
あ
り
。

四
五
（
33
）
春
の
よ
の
や
み
は
あ
や
な
し
梅
の
花
色
こ
そ
み
え
ね
か
や
は
か
く
る
ゝ
（
古
今
41
）

　
　
　
　
　
　

匂
ふ
物
、
又
は
お
と
あ
る
物
な
ど
は
や
み
に
も

□

雲
カ
。ニ
セ
テ
置
申
候
。霞
に
も
か
く
れ
ぬ
物
也
。
あ
や
な
し
と
は
無
益
と
書
て
よ
ま
せ

た
り
。
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四
六
（
34
）
山
高
み
人
も
す（
マ
マ
）

す
め
ぬ
桜
花
い
た
く
な
わ
び
そ
我
み
は
や
さ
ん
（
古
今
50
）

　
　
　
　
　
　

人
も
す
さ
め
ぬ
と
は
、
あ
い
し
と
は
ぬ
事
也
。
み
は
や
す
と
は
、
賞
翫
す
る
事
を
云
也
。
我
賞
翫
せ
ん
と
也
。

四
七
（
35
）
我
が
せ
こ
が
衣
の
す
そ
を
吹
か
へ
し
浦
め
づ
ら
し
き
秋
の
初
風
（
古
今
171
）

　
　
　
　
　
　

う
ら
め
づ
ら
し
や
と
驚
た
る
儀
也
。
せ
こ
と
も
せ
な
と
も
、
我
妻
の
事
を
云
也
。

四
八
（
36
）
山
ざ
と
に
あ
か
ら
さ
ま
な
る
都
人
閑
し
と
や
み
む
住
う
か
ら
ぬ
を
（
三
五
記
139
・
桐
火
桶
182
・
正
治
初
度
百
首
691
）

　
　
　
　
　
　

あ
か
ら
さ
ま
と
は
、
か
り
そ
め
な
る
心
也
。

四
九
（
37
）
難
波
め
が
す
く
も
た
く
火
の
下
こ
が
れ
う
へ
は
里
な
き
我
身
也
け
り
（
千
載
665
）

　
　
　
　
　
　

す
く
も
焼
と
は
、
難
波
人
な
ど
の
芦
の
根
を
た
く
事
を
云
也
。
ほ
の
か
に
も
み
え
ず
下
に
て
こ
が
る
ゝ
物
也
。

五
〇
（
38
）
秋
た
ち
て
幾
か
の
あ
ら
ぬ
に
こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
け
の
風
は
袂
す
ゞ
し
も
（
拾
遺
141
）

　
　
　
　
　
　

こ
の
ね
ぬ
る
と
は
、
そ
と
ま
ど
ろ
み
た
る
事
也
。

　
　
　
　
　
　

い
す
り
つ
き
の
水
と
は
、
び
ん
た
ら
ひ
の
水
の
事
を
云
也
。
い
き
ず
玉
と
は
、
人
の
魂
の
事
を
云
也
。
生
霊
と
書
て
よ
ま
せ

た
り
。

　
　
　
　
　
　

○
め
わ
た
る
鳥
と
は
生
類
に
あ
ら
ず
。
十
二
時
の
移
り
行
事
を
云
也
。
隙
行
駒
と
は
、
光
陰
の
移
り
行
事
を
云
也
。

　
　
　
　
　
　

○
日
の
ね
ず
み
と
は
、
今
日
の
あ
す
に
移
り
行
事
を
云
也
。

　
　
　
　
　
　

○
月
の
ね
ず
み
と
は
、
今
月
の
来
月
に
ち
や
〳
〵
と
う
つ
り
行
事
を
云
也
。

五
一
（
39
）
物
思
へ
ば
隙
行
駒
も
忘
ら
れ
て
落
る
泪
や
ま
づ
を
そ
ふ
ら
ん
（
夫
木
8026
）

　
　
　
　
　
　

恋
に
と
ん
じ
て
光
陰
の
移
る
を
も
わ
き
ま
へ
ぬ
と
云
歌
也
。

五
二
（
40
）
終
夜
枕
な
が
る
ゝ
泪
川
あ
ふ
瀬
に
か
ゝ
れ
夢
の
う
き
橋
（
出
典
不
明
）
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夢
の
う
き
橋
と
は
、
心
の
か
よ
ふ
事
を
云
也
。
又
源
氏
の
夢
の
う
き
橋
と
は
、
源
氏
の
威
勢
三
国
に
陰
れ
な
き
事
ど
も
も
夢

の
様
な
る
と
観
念
し
た
る
心
を
も
云
也
。
句
に
よ
り
て
心
持
可
替
也
。

五
三
（
41
）
形
見
ぞ
と
見
れ
ば
思
ひ
の
ふ
か
み
草
何
中
々
の
匂
ひ
成
覧
（
新
古
今
768
）

　
　
　
　
　
　

ふ
か
み
草
と
は
牡
丹
の
異
名
也
。

五
四
（
42
）
鴨
頭
草
の
花
の
心
や
か
は
る
ら
ん
昨
日
に
も
に
ぬ
袖
の
色
哉
（
新
後
撰
1147
）

　
　
　
　
　
　

つ
き
草
と
は
、
露
草
の
事
を
云
也
。
色
の
移
り
や
す
き
物
也
。
秋
百
日
の
間
花
の
ち
り
て
は
又
咲
〳
〵
す
る
物
也
。
さ
れ
ば

も
ゝ
草
と
も
、
も
ゝ
よ
草
と
も
云
也
。（
頭
注
）
●
鴨
頭
草
、
一
ニ
作
ル
二
鴨
跖
草
ニ
同
。

五
五
（
87
）
い
で
人
は
こ
と
の
身
ぞ
よ
き
つ
き
草
の
う
つ
り
心
は
色
こ
と
に
し
て
（
古
今
711
）

　
　
　
　
　
　

前
の
歌
に
同
じ
。
こ
と
の
身
ぞ
よ
き
と
は
、
人
は
た
ゞ
真
言
こ
そ
よ
け
れ
、
う
つ
り
や
す
く
て
偽
の
お
ゝ
き
は
わ
ろ
き
と
い

ふ
心
也
。

五
六
（
44
）
花
が
た
み（
マ
マ
）

み
な
ら
ぶ
人
の
数ア
マ
タ多
あ
れ
ば
う
と
ま
れ
ぬ
ら
ん
数
な
ら
ぬ
身
は
（
古
今
754
）

　
　
　
　
　
　

花
が
た
み
と
は
、
諸
人
の
物
を
見
る
目
の
あ
ま
た
有
を
云
也
。
う
と
ま
れ
ぬ
ら
ん
と
は
、
捨
ら
る
べ
き
と
云
心
也
。
賞
翫
す

る
人
の
多
け
れ
ば
、
わ
が
ご
と
く
の
も
の
は
捨
ら
れ
べ
し
と
云
心
也
。
又
、
花
を
つ
む
か
ご
の
事
を
も
花
か
た
み
と
い
へ
ば

一
に
心
得
べ
か
ら
ず
。
さ
て
こ
そ
め
な
ら
ぶ
と
は
よ
み
け
れ
。
歌
道
は
か
様
な
る
心
持
肝
要
也
。
能
々
師
伝
尤
也
。

五
七
（
43
）
名
も
し
る
し
嶺
の
嵐
も
雪
と
降
山
桜
戸
の
あ
け
ぼ
の
の
空
（
新
勅
撰
94
）

　
　
　
　
　
　

山
桜
戸
と
は
、
桜
の
多
く
繁
り
あ
ひ
て
戸
を
立
ま
は
し
た
る
様
に
く
ら
き
を
云
也
。

五
八
（
45
）
日
の
光
や
ぶ
し
わ
か
ね
ば
磯
の
か
み
ふ
り
に
し
里
に
花
も
咲
け
り
（
古
今
870
）

　
　
　
　
　
　

や
ぶ
し
わ
か
ね
ば
と
は
、
善
悪
を
も
わ
か
ぬ
と
い
ふ
心
也
。
主
上
の
御
事
を
読
た
る
歌
也
。
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五
九
（
46
）
と
め
こ
か
し
桜
盛
な
る
我
宿
を
う
と
き
も
人
は
折
に
こ
そ
よ
れ
（
新
古
今
51
）

　
　
　
　
　
　

と
め
こ
か
し
と
は
、
も
と
め
来
た
れ
か
し
と
念
願
の
心
を
。
（
マ
マ
）西

行
法
師
の
歌
也
。

六
〇
（
47
）
あ
ふ
こ
と
は
い
な
と
い
ひ
つ
ゝ
か
ほ
を
ふ
る
水
か
け
草
の
露
な
ら
ね
共
（
松
下
集
3173
）

　
　
　
　
　
　

水
か
け
草
と
は
、
い
ね
の
事
也
。
稲
に
み
の
入
て
ふ
ら
め
く
は
、
人
の
物
を
い
や
と
云
て
か
を
を
ふ
る
に
に
た
れ
ば
、
た
と

へ
よ
め
る
也
。
又
、
水
影
草
・
露
取
草
と
は
い
も
の
事
を
云
也
。
七
夕
の
手
向
の
歌
を
ば
、
い
も
の
葉
の
露
を
取
て
か
く
故

也
。

六
一

×

七
夕
の
と
渡
舩
の
梶
の
葉
に
幾
秋
か
き
つ
露
の
た
ま
づ
さ
（
新
古
今
320
）

　
　
　
　
　
　

七
夕
の
歌
を
梶
の
葉
七
葉
に
七
首
書
て
な
が
す
物
也
。
さ
れ
ば
俊
成
卿
の
読
る
。
新
古
今
の
歌
也
。

六
二
（
48
）
い
と
せ
め
て
恋
し
き
時
は
む
ば
玉
の
よ
る
の
衣
を
か
へ
し
て
ぞ
ぬ
る
（
古
今
554
）

　
　
　
　
　
　

烏
羽
玉
の
よ
る
と
云
事
は
、
昔
此
国
に
や
た
の
か
ら
す
と
て
、
五
尺
有
烏
の
羽
の
う
ち
に
玉
を
持
て
、
よ
る
を
て
ら
し
た
る

故
に
、
烏
羽
玉
と
は
読
習
は
せ
り
。
い
と
せ
め
て
恋
し
き
と
は
、
切
に
人
の
恋
し
き
事
を
云
也
。
さ
や
う
の
時
は
、
我
き
ぬ

を
三
度
ふ
る
ふ
て
さ
か
さ
ま
に
着
て
、
双
六
ば
ん
を
枕
に
し
て
歌
を
よ
み
て
ね
た
れ
ば
、
お
も
ふ
人
に
う
つ
ゝ
の
ご
と
く
に

あ
ひ
み
る
と
云
也
。
さ
れ
ば
小
町
が
う
た
も
、
か
く
の
ご
と
く
よ
め
り
。
古
今
集
の
歌
也
。
口
伝
多
し
。（
頭
注
）
按
神シ
ン

書シ
ョ

は
怪ク
ハ

異イ
ヰ

に
似
た
る
事
あ
れ
ど
も
、
或
は
巳イ

生
未ミ

生
有
形
無
形
の
伝
へ
あ
り
。
専
ラ
天
ヲ
云
も
の
有
り
。
専
ラ
人
を
語
る
も
の

有
り
。
人
ヲ
以
て
天
を
談
じ
、
天
を
以
て
人
を
か
た
る
。
従
来
天
人
唯
一
の
理
之
申
旨
、
至
て
深
し
。
文
義
を
以
て
例
す
る

時
は
大
に
深
意
を
害
す
る
也
。
故
に
豊
玉
姫
を
龍
と
い
ひ
、
又
は
八
咫
烏
・
無
名
雉
な
ど
い
ふ
は
禽
鳥
に
あ
ら
ず
、
人
の
事

を
い
ふ
也
。
歌
の
こ
と
ば
ニ
恋
の
な
か
だ
ち
を
錦
鳥
と
い
ふ
如
し
。
只
む
ば
玉
と
い
ふ
は
、
夜
と
い
わ
ん
枕
詞
乎
。

六
三
（
49
）
七
夕
に
か
さ
ん
と
お
も
ふ
あ
け
ご
と
に
其
よ
な
き
名
の
立
に
け
る
哉
（
金
葉
157
・
千
載
784
）
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あ
け
ご
と
ゝ
は
仏
神
星
な
ど
に
物
を
手
向
事
を
云
也
。
昔
大
裏
に
あ
る
女
の
う
た
を
よ
み
て
七
夕
に
た
む
け
侍
り
つ
れ
ば
、

よ
人
に
心
か
は
す
と
て
名
の
立
た
れ
ば
よ
み
た
り
。

六
四
（
50
）
旅
人
の
蓑ミ
ノ

代シ
ロ

衣
ふ
る
雪
に
ふ
ゞ
き
を
わ
く
る
谷
の
か
け
は
し
（
秋
篠
月
清
集
675
）

　
　
　
　
　
　

み
の
し
ろ
衣
と
は
、
雪
あ
ら
れ
の
降
時
、
み
の
ゝ
だ
い
に
き
る
か
た
び
ら
の
事
を
云
り
。

六
五
（
96
）
降
雪
に
み
の
し
ろ
衣
打
き
つ
ゝ
春
来
に
け
り
と
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
（
後
撰
１
）

　
　
　
　
　
　

藤
原
敏
行
が
正
月
踏
歌
の
日
、
大
雪
ふ
り
け
る
に
、
禁
中
よ
り
罷
帰
に
主
上
よ
り
大
褂ウ
チ
ギ

を
下
さ
れ
候
時
よ
め
る
歌
。
大
褂
は

男
、
小
褂
は
女
の
装
束
の
一
の
上
に
着
せ
し
也
。

六
六
（
51
）
お
み
衣
去
年
迄
こ
そ
は
な
ら
ざ
ら
め
け
ふ
の
夕
べ
を
か
け
て
だ
に
と
へ
（
新
古
今
1419
）

　
　
　
　
　
　

を
み
衣
と
は
大
口
す
い
か
ん
の
事
を
云
也
。
き
る
と
云
不
可
。
何
時
も
か
く
る
と
云
也
。

六
七
（
53
）
昔
よ
り
人
は
住
ず
よ
大
江
山
鬼
の
し
こ
草
た
れ
な
が
む
ら
ん
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　
　

お
に
の
し
こ
と
は
、
紫
菀
の
事
也
。
大
江
山
に
は
酒
天
童
子
が
住
し
故
に
、
お
に
の
し
こ
草
と
は
読
習
は
せ
り
。

六
八
（
54
）
く
る
と
あ
く
と
め
か
れ
ぬ
物
を
梅
の
花
い
つ
ひ
と
か
た
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
ん
（
古
今
45
）

　
　
　
　
　
　

く
る
と
あ
く
と
は
、
く
る
ゝ
と
あ
く
る
と
。
め
か
れ
ぬ
と
は
、
物
の
そ
の
侭
あ
る
事
也
。
又
め
か
る
ゝ
と
は
、
物
の
遠
く
成

事
を
云
也
。

六
九

×

か
つ
し
か
の
ま
ゝ
の
池
水
こ
ほ
り
ゐ
て
よ
が
れ
が
ち
成
あ
ぢ
の
村
鳥
（
夫
木
抄
7023
・
歌
枕
名
寄
4341
）

　
　
　
　
　
　

か
つ
し
か
の
ま
ゝ
の
池
は
、
下
総
の
名
所
也
。
あ
ぢ
む
ら
お
ゝ
き
所
也
。
よ
が
る
ゝ
と
は
、
よ
る
〳
〵
物
の
遠
ざ
か
る
事
を

云
也
。

七
〇
（
55
）
月
影
は
さ
へ
に
け
ら
し
な
神
垣
や
よ
る
べ
の
水
は
つつ
ら
ゝ
イ
ゞ
ら
ゐ
る
ま
で
（
夫
木
抄
125
57
）
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よ
る
べ
の
水
と
は
、
神
前
に
て
湯
だ
て
を
ま
つ
る
事
也
。
又
こ
り
な
ど
か
く
事
を
も
云
り
。
何
れ
に
神
衹
也
。
お
ば
し
ま
め

ぐ
る
も
神
衹
也
。
神
の
こ
ん
か
き
を
度
々
ま
う
で
す
る
事
を
お
ば
し
ま
め
ぐ
る
と
云
也
。

七
一
（
56
）
風
ま
ぜ
に
雪
は
降
つ
ゝ
し
か
す
が
に
霞
た
な
引
春
は
来
に
け
り
（
新
古
今
８
）

　
　
　
　
　
　

し
か
す
が
に
と
は
、
し
か
も
さ
す
が
に
と
云
心
也
。
し
か
す
が
の
わ
た
り
は
三
川
の
名
所
也
。

七
二
（
57
）
露
を
だ
に
今
は
形
見
の
藤
衣
あ
だ
に
も
袖
を
吹
嵐
哉
（
新
古
今
789
）

　
　
　
　
　
　

藤
衣
と
は
し
よ
く
ゑ
の
事
を
云
也
。
秀
能
卿
の
父
の
か
た
み
と
見
る
に
、
袖
の
露
を
吹
ち
ら
す
を
か
な
し
み
て
誦
し
歌
也
。

七
三
（
58
）
と取
り繋
つ

ツ
ナ
グ

な
げ
た玉
田
ま
だ
よ横
野
ノ
こ
野
の
は放
レ
な
れ
駒馬
つ
躑ゝ
躅
枝
馬
酔
木
花
開

万
葉
ニ

じ
の
け
た
に
あ
せ
み
花
さ
く
（
夫
木
抄
1008
）

　
　
　
　
　
　

け
た
と
は
つ
ゝ
じ
の
ゑ
だ
也
。
五
音
相
通
也
。
つ
ゝ
じ
は
馬
の
薬
也
。
あ
せ
み
は
馬
の
毒
也
。《
●
馬
、
馬ア

酔セ

木ホ

の
葉
を
食

て
酔
て
死
す
る
と
な
り
。
故
云
レ
尓
。》

七
四
（
59
）
我
恋
は
ふ
た
み
替
れ
る
玉
く
し
げ
い
か
に
す
れ
ど
も
あ
ふ
よ
し
も
な
し
（
後
葉
集
598
）

　
　
　
　
　
　

玉
く
し
げ
と
は
、
く
し
な
ど
入
る
箱
也
。
ふ
た
と
み
と
別
〳
〵
な
る
は
あ
は
ぬ
物
也
。
あ
わ
ぬ
恋
に
な
ず
ら
へ
読
る
歌
也
。

又
暁
の
異
名
を
も
玉
く
し
げ
と
云
也
。

七
五

×

玉
く
し
げ
二
見
の
浦
の
貝
し
げ
み
蒔
絵
に
ゝ
た
る
松
の
む
ら
立
（
金
葉
集
二
度
本
544
・
井
蛙
抄
432
）

　
　
　
　
　
　

是
は
暁
、
伊
勢
の
二
見
の
浦
の
塩
干
に
、
い
ろ
〳
〵
の
貝
の
あ
ら
は
れ
た
る
を
、
松
の
木
の
間
よ
り
詠
れ
ば
、
さ
な
が
ら
蒔

絵
に
似
た
る
と
は
読
し
也
。

七
六

×

住
吉
の
浜
松
が
へ
を
引
結
び
身
の
さ
ち
あ
ら
ば
と
け
も
や
す
ら
ん
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　
　

住
吉
の
神
の
ち
か
い
に
て
、
我
思
ふ
事
を
松
の
み
ど
り
を
結
び
て
う
ら
な
へ
ば
、
よ
ろ
こ
び
の
は
則
と
く
る
と
也
。
よ
ろ
こ

び
有
ま
じ
き
に
は
と
け
ぬ
と
云
り
。
さ
ち
と
は
さ
い
わ
い
の
事
也
。
幸
の
字
を
よ
ま
せ
た
り
。

ム
マ

ア

セ

ボ

サ
ク
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七
七
（
60
）
渕
は
瀬
に
隙
な
く
替
る
飛
鳥
川
人
の
心
の
水
ぞ
流
る
ゝ
（
秋
篠
月
清
集
1524
）

　
　
　
　
　
　

心
の
水
と
は
、
あ
だ
な
る
た
と
へ
に
も
云
也
。
飛
鳥
川
は
渕
は
瀬
と
成
、
朝
夕
に
か
は
る
也
。
さ
れ
ば
人
の
う
つ
り
か
は
る

事
に
た
と
へ
て
読
し
也
。
又
泪
の
事
を
も
心
の
水
と
云
也
。

七
八
（
61
）
お
し
ま
れ
ぬ
身
た
に
も
世
に
は
有
物
を
あ
な
あ
や
に
く
の
人
の
心
や
（
山
家
集
116
）

　
　
　
　
　
　

あ
や
に
く
と
は
、
物
の
う
し
ろ
違
に
な
る
事
を
云
へ
り
。

七
九
（
62
）
起
ふ
し
に
沈
み
も
や
ら
ぬ
川
竹
の
よ
に
た
め
し
な
き
名
を
や
な
が
さ
ん
（
平
家
物
語
（
覚
一
本
）
異
本
歌
６
）

　
　
　
　
　
　

河
竹
と
は
、
う
き
草
の
事
也
。

八
〇
（
63
）
き
ね
ご
と
を
余
り
請
け
ん
社
こ
そ
果
は
な
げ
き
の
森
と
成
ら
め
（
古
今
1055
）

　
　
　
　
　
　

き
ね
ご
と
ゝ
は
、
仏
神
に
し
ゐ
て
祈●衍
字
か祈

念
す
る
事
也
。

八
一
（
64
）
奥
山
の
を
ど
ろ
が
下
を
踏
分
て
道
有
世
ぞ
と
人
に
知
ら
せ
ん
（
新
古
今
1635
）

　
　
　
　
　
　

お
ど
ろ
と
は
、
い
ば
ら
の
事
也
。
い
ば
ら
は
す
ぢ
り
ま
が
り
て
物
に
か
ゝ
り
て
よ
こ
し
ま
成
物
成
れ
ど
、
ふ
み
分
ぬ
れ
ば
道

あ
る
と
也
。
人
間
と
生
れ
道
を
し
ら
ぬ
は
非
情
の
草
木
に
も
劣
べ
き
と
思
召
て
、
後
鳥
羽
院
の
御
製
也
。

八
二

×

な
を
き
木
に
枉
れ
る
枝
も
有
物
を
け
を
ふ
き
き
づ
を
い
ふ
ぞ
わは

か
な
き
イ

り
な
き
（
後
撰
集
1155
）

　
　
　
　
　
　

い
か
に
も
す
ぐ
成
木
に
も
ま
が
れ
る
枝
も
有
物
也
。
少
の
ち
が
い
な
ど
有
と
て
人
を
い
ひ
か
た
む
け
ん
と
す
る
は
、
は
か
な

き
た
と
へ
に
よ
め
る
也
。

八
三
（
65
）
婦
人
の
袖
打
払
ふ
村
雨
に
取
や
さ
な
へ
の
声
も
な
ら
は
ず
（
夫
木
抄
165
94
）

　
　
　
　
　

た
を
や
め
と
は
、
五
月
田
を
う
へ
て
、
う
た
を
う
た
ふ
若
き
女
共
の
事
也
。
さ
を
と
め
と
も
云
り
。（
頭
注
）
婦タ
ヲ

人ヤ
メ

八
四

×

春
く
れ
ば
星
の
位
に
影
見
え
て
雲
井
の
庭
に
出
る
た
を
や
め
（
玉
葉
３
）
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た
を
や
め
と
は
、
禁
中
に
て
主
上
の
当
年
の
星
を
唱
へ
さ
せ
給
ふ
事
也
。
是
は
大
内
の
ご
た
ち
な
ど
の
こ
と
を
云
な
り
。
ご

た
ち
と
は
禁
中
の
御
下
司
女
の
事
也
。

八
五
（
68
）
春
の
夜
の
あ
け
の
そ
ほ
舩
ほ
の
〴
〵
と
幾
山
本
を
漕
め
ぐ
る
覧
（
続
古
今
48
）

　
　
　
　
　
　

あ
け
の
そ
ほ
舩
と
は
、
天
上
人
な
ど
の
月
見
・
花
見
等
の
時
め
さ
る
ゝ
か
ざ
り
た
る
舩
の
事
也
。

八
六

×

武
士
の
八
十
宇
治
川
の
あ
じ
ろ
木
に
紅
葉
を
く
だ
す
あ
け
の
そ
ほ
舩
（
玉
葉
824
）

　
　
　
　
　
　

前
の
う
た
に
同
じ
心
也
。

八
七
（
69
）
三
吉
野
ゝ
き
さ
山
か
げ
に
た
て
る
松
幾
秋
風
に
そ
な
れ
き
つ
ら
ん
（
詞
花
110
）

　
　
　
　
　
　

そ
な
れ
松
と
は
、
小
松
よ
り
庭
な
ど
に
植
て
そ
ひ
な
れ
た
る
を
云
也
。
又
岩
ほ
な
ど
に
立
て
そ
び
へ
た
る
を
も
云
り
。

八
八
（
70
）
あ
ふ
み
成
ゆ
る
木
の
森
の
鷺
す
ら
も
独
は
ね
じ
と
あ
ら
そ
ふ
物
を
（
古
今
六
帖
4480
）

　
　
　
　
　
　

ゆ
る
木
の
森
は
名
所
也
。
鷺
す
ら
と
は
、
鷺
と
も
と
い
ふ
心
也
。
蝶
す
ら
と
も
よ
め
り
。

八
九
（
71
）
侘
し
ら
ぬ
ま
し
ら
な
ゝ
き
そ
足
引
の
山
の
か
ひ
有
け
ふ
に
や
は
あ
ら
ぬ
（
古
今
1067
）

　
　
　
　
　
　

猿
と
一
つ
、
ま
し
ら
と
一
つ
、
百
韻
に
二
つ
の
物
な
り
。
わ
び
し
ら
と
は
、
わ
び
し
き
と
い
ふ
心
也
。
山
の
か
ひ
と
は
山
の

間
を
云
り
。

九
〇
（
72
）
伊
豆
出
舟
な
ひみイ
風
あ
ら
く
成
ぬ
也
本
の
浦
は
に
よ
す
る
白
波
（
夫
木
抄
158
06
）

　
　
　
　
　
　

是
は
伊
豆
が
崎
よ
り
出
る
舩
の
事
也
。
又
五
手
舟
と
は
、
ろ
を
五
て
う
立
て
五
人
し
て
漕
舟
の
事
を
も
云
也
。

九
一
（
73
）
世
中
は
常
に
も
が
も
な
渚
こ
ぐ
蜑
の
小
舟
の
つ
な
で
か
な
し
も
（
新
勅
撰
522
）

　
　
　
　
　
　

常
に
も
が
な
と
は
、
あ
ま
の
つ
り
を
た
れ
あ
み
を
引
、
隙
な
く
苦
し
む
ご
と
く
、
世
の
さ
ま
〴
〵
に
透
な
き
事
を
た
と
へ
よ

め
る
也
。
又
か
な
し
も
と
は
、
お
も
し
ろ
き
事
に
も
よ
め
る
歌
有
。
歌
に
よ
る
べ
き
也
。
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九
二

×

陸
奥
の
い
づ
く
は
あ
れ
ど
し
お
が
ま
の
浦
漕
舟
の
綱
手
悲
し
も
（
古
今
1088
）

　
　
　
　
　
　

か
な
し
も
と
は
、
ゑ
も
こ
ら
ゑ
ず
お
も
し
ろ
き
也
。

九
三

×

お
ほ
け
な
く
う
き
世
の
民
に
お
ほ
ふ
哉
わ
が
た
つ
杣
に
墨
染
の
そ
で
（
千
載
1137
）

　
　
　
　
　
　

慈
円
和
尚
に
ひ
ゑ
の
山
の
座
主
持
せ
給
へ
と
宜
旨
あ
り
し
時
、
座
主
に
成
ら
ん
事
は
及
び
な
し
と
卑
下
の
歌
也
。
伝
教
大
師

の
、
阿
の
く
た
ら
三
み
や
く
三
ぼ
た
ひ
の
仏
達
我
た
つ
杣
に
冥
加
あ
ら
せ
給
へ
、
と
読
給
ふ
歌
を
か
た
取
読
り
。
新
古
今
に

侍
る
。

九
四
（
74
）
あ
し
田
鶴
の
独
を
く
れ
て
鳴
声
は
雲
の
上
ま
で
聞
へ
つ
が
な
ん
（
古
今
998
）

　
　
　
　
　
　

あ
し
た
づ
と
は
、
あ
し
の
中
に
住
を
い
へ
共
、
此
歌
は
鶴
は
千
年
い
け
る
物
也
。
九
百
歳
斗
の
後
は
羽
も
お
ち
て
、
足
斗
に

て
は
し
り
あ
り
き
て
、
雲
ゐ
の
友
を
恋
し
が
り
て
鳴
心
を
よ
み
し
也
。

九
五

×

陸
奥
の
た
け
ふ
の
里
に
我
あ
り
と
お
や
に
は
つ
げ
よ
心
あ
ひ
の
か
ぜ
（
夫
木
抄
7764
）

　
　
　
　
　
　

心
あ
ひ
の
風
と
は
、
北
よ
り
南
へ
、
南
よ
り
北
へ
吹
風
に
て
侍
る
也
。
な
か
立
風
の
事
を
も
云
り
。

九
六
（
76
）
た
ま
き
わ
る
う
き
世
忘
て
咲
花
の
ち
ら
ず
は
千
代
の
野
べ
の
も
ろ
人
（
拾
遺
愚
草
員
外
・
藤
川
百
首
1512
）

　
　
　
　
　
　

た
ま
き
わ
る
と
は
、
命
の
き
は
ま
る
事
を
云
也
。
又
物
を
ほ
め
た
る
詞
に
も
云
へ
る
言
葉
也
。

九
七

×

池
水
の
菱
の
う
き
葉
に
と読不
申
、に
せ
て
置
申
候
。

ひ
く
れ
て
は
ち
す
の
う
へ
に
か
は
ず
鳴
也
（
千
載
203
）

　
　
　
　
　
　

み
ふ
し
草
と
は
、
ひ
し
づ
る
の
事
也
。

九
八
（
77
）
し
ら
ざ
り
し
我
恋
草
や
茂
る
ら
ん
き
の
ふ
は
か
ゝ
る
袖
の
露
か
は
（
続
千
載
1033
）

　
　
　
　
　
　

恋
種
の
し
げ
る
、
か
る
ゝ
な
ど
云
へ
ば
、
植
物
二
句
嫌
也
。
わ
す
れ
草
と
は
萱
●
忘
憂
草
ト
云
也
草
を
云
也
。
又
べ
う
し
よ
に
を
ふ
る

草
の
事
を
云
也
。
年
を
へ
て
し
げ
る
程
に
な
れ
ば
其
人
の
事
を
忘
る
ゝ
と
云
り
。（
頭
注
）
●
古
詩
曰
、
去
者
日
以
踈
、
来
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者
日
以
親
、
出
郭
門
直
視
、
但
見
丘
与
墳
、
古
墓
犂
為
田
、
松
栢
摧
為
薪

白
楊
多
悲
風
、
瀟
々
愁
殺
人
、
思
還
故
里
閭
、

欲
帰
道
無
因
云
々
。
又
白
氏
文
集
曰
、
古
墓
何
代
人
、
不
知
姓
与
名
、
化
作
道
傍
土
、
年
々
春
草
生
。

九
九
（
78
）
お
き
な
さ
び
人
な
と
が
め
そ
か
り
衣
け
ふ
斗
と
ぞ
田
鶴
も
鳴
な
る
（
後
撰
1067
）

　
　
　
　
　
　

お
き
な
さ
び
と
は
、
老
人
の
わ
か
ら
か
に
装
束
き
て
み
た
る
姿
を
云
也
。
行
平
卿
が
八
十
三
に
て
大
鷹
の
鷹
飼
に
出
立
給
ひ

た
る
事
也
。
此
歌
口
伝
。

一
〇
〇

×

た
が
春
と
い
は
も
と
す
げ
の
ね
の
び
し
て
引
間
の
野
べ
の
松
の
一
し
ほ
（
未
来
記
３
）

　
　
　
　
　
　
　

岩
も
と
す
げ
と
は
、
笠
に
ぬ
ふ
菅
の
根
と
も
云
り
。

一
〇
一
（
79
）
霜
が
る
ゝ
人
の
心
の
あ
さ
は
か
に
た
つ
み
は
こ
す
げ
根
さ
へ
朽
め
や
（
壬
二
集
883
）

　
　
　
　
　
　
　

こ
す
げ
と
は
、
た
ゝ
み
の
お
も
て
を
織
い
の
事
を
云
な
り
。

一
〇
二
（
80
）
朝
日
さ
す
軒
の
た
る
ひ
は
と
け
な
が
ら
な
ど
か
つ
ら
ゝ
の
む
す
ぼ
ふ
る
ら
ん
（
源
氏
物
語

末
摘
花
77
）

　
　
　
　
　
　
　

た
る
ひ
と
は
、
つ
も
り
た
る
雪
の
そ
ゝ
と
消
る
事
也
。
つ●
氷
柱
ら
ら
と
は
軒
に
さ
が
り
た
る
氷
の
事
を
い
ふ
也
。

一
〇
三
（
82
）
芳
野
川
岩
と
柏
を
こ
す
浪
の
と
き
は
か
き
は
ぞ
我
君
の
為
（
新
後
拾
遺
1534
）

　
　
　
　
　
　
　

と
き
は
か
き
は
と
は
、
常
住
不
変
な
る
事
を
云
也
。
岩
と
柏
と
は
、
岩
の
重
な
り
て
柏
に
ゝ
た
る
を
云
也
。
年
月
を
へ
て

も
替
ら
ぬ
物
也
。
こ
の
ご
と
く
に
君
が
代
を
い
わ
ゐ
て
読
る
歌
也
。
新
古
今
に
。

一
〇
四
（
83
）
な
ら
ざ
か
や
児
手
柏
の
二
お
も
て
と
に
も
角
に
も
ね
ぢ
け
人
哉
（
万
葉
3858
・
夫
木
抄
139
60
・
梵
灯
庵
袖
下
集
101
）

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
手
柏
と
は
、
女敗醤
花
ト
云
モ
ノ
女
郎
花
也
。

郎
花
の
事
を
云
也
。
ゆ
へ
は
、
藤
原
頼
風
と
云
も
の
ゝ
男
山
に
女
を
た
の
め
て
置
た
り
し
が
、
朝
家

の
奉
公
に
隙
な
け
れ
ば
年
を
へ
て
音
信
る
ゝ
事
も
な
し
。
此
女
、
頼
風
を
恨
て
つ
い
に
身
ま
か
り
け
る
。
其
女
の
廟
所
へ

頼
風
行
て
見
れ
ば
、
塚
よ
り
か
の
花
生
出
た
り
。
女
の
形
見
に
取
つ
か
ん
と
す
れ
ば
、
う
ら
み
顔
に
て
し
ぼ
め
り
。
立
退
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ば
又
も
と
の
ご
と
く
咲
出
る
也
。
故
に
ふ
た
お
も
て
と
は
云
り
。
ね
じ
け
人
と
は
、
む
つ
か
し
き
に
く
げ
な
る
心
也
。
佞

人
と
書
て
よ
ま
せ
た
り
。（
頭
注
）
秀
次
関
白
の
時
、
謡
百
十
番
せ
ら
れ
し
に
、
五
山
僧
衆
相
国
寺
慈
照
院
ニ
聚
ル
。
故

事
ド
モ
其
家
々
へ
尋
ら
る
。
惣
じ
て
謡
に
作
り
し
に
か
た
ち
も
な
き
や
う
な
る
偽
多
し
。
其
内
、
小
野
頼
風
が
女
郎
花
の

事
、
深
草
少
将
が
小
町
に
通
ふ
事
あ
り
。
此
両
人
は
公
卿
補
任
に
も
な
し
。

一
〇
五
（
84
）
草
の
葉
に
露
の
命
の
か
ゝ
れ
る
を
月
の
鼠
の
さ
は
が
し
き
哉
（
奥
義
抄
357
・
高
光
、
俊
頼
髄
脳
・
古
今
秘
注
抄
も
）

　
　
　
　
　
　
　

月
の
ね
ず
み
と
は
、
日
月
の
う
つ
り
行
事
を
云
也
。
も
ろ
こ
し
に
有
も
の
、
広
き
野
を
行
け
る
に
、
火
つ
き
て
四
方
よ
り

や
け
た
る
間
、
か
の
物
か
し
こ
を
み
れ
ば
入
江
の
渕
有
。
此
水
に
入
て
た
す
か
ら
ん
と
て
い
ら
ん
と
す
れ
ば
、
底
に
わ
に

と
云
物
口
を
あ
き
て
の
ま
ん
と
す
。
上
よ
り
は
や
け
く
る
也
。
岸
の
ひ
た
い
の
草
に
取
付
て
の
が
れ
ん
と
す
れ
ば
、
又
此

く
さ
の
ね
を
、
く
ろ
き
鼠
と
白
き
鼠
と
二
し
て
、
草
の
根
を
か
ぶ
る
也
。
此
草
の
ね
の
き
れ
き
れ
ず
が
人
の
一
生
也
。
是

を
観
念
し
て
読
し
歌
也
。
白
氏
文
集
ノ
詩
の
心
也
。

○
身
観
岸
額
離
根
草
、
命
論
江
頭
不
緤
舟　
　

是
を
以
て
一
大
事

の
因
縁
を
さ
と
り
得
ば
、
則
仏
果
に
至
ら
ん
も
の
歟
。
月
の
鼠
・
日
の
鼠
、
生
類
に
あ
ら
ず
。
光
陰
の
う
つ
り
行
事
を
云

り
。（
頭
注
）
右
参
云
、
月
の
鼠
と
は
月
の
速
に
移
る
を
い
ふ
。
日
の
鼠
と
は
日
の
速
に
う
つ
る
を
い
ふ
。

一
〇
六
（
85
）
暮
ぬ
れ
ば
四
方
の
草
木
を
山
風
の
己
し
ほ
る
ゝ
柴
の
袖
垣
（
拾
遺
愚
草
員
外
・
藤
川
百
首
1590
）

　
　
　
　
　
　
　

柴
の
袖
が
き
と
は
、
ひ
と
の
さ
し
入
口
に
ち
い
さ
く
垣
を
す
る
事
云
也
。
塀
な
ど
を
も
す
る
也
。
袖
が
き
と
し
た
る
句
な

ど
衣
類
に
な
る
べ
か
ら
ず
。

一
〇
七
（
86
）
こ
と
づ
て
む
都
ま
で
も
し
さ
そ
は
れ
ば
あ
な
し
の
風
に
迷
ふ
村
雲
（
後
鳥
羽
院
遠
島
百
首
93
）

　
　
　
　
　
　
　

あ
な
し
と
は
西
の
事
也
。

一
〇
八
（
88
）
手
も
ふ
れ
で
月
日
経
に
け
り
し
ら
ま
弓
を
き
ふ
し
よ
る
は
い
こ
そ
ね
ら
れ
ね
（
古
今
605
）
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し
ら
ま
弓
と
は
八
日
九
日
の
月
は
弓
に
ゝ
た
り
。
又
廾
一
二
日
の
月
は
、
つ
る
を
か
け
た
る
弓
に
ゝ
た
り
。
然
ど
も
人
の

手
に
ふ
る
ゝ
事
は
な
け
れ
ば
、
な
る
ゝ
事
は
し
ら
ま
弓
と
云
の
べ
た
る
歌
也
。

一
〇
九
（
89
）
い
で
我
を
人
な
と
が
め
そ
大
舟
の
ゆ
た
の
た
ゆ
た
に
物
思
ふ
比
ぞ
（
古
今
508
）

　
　
　
　
　
　
　

ゆ
た
の
た
ゆ
た
と
は
、
舟
に
た
ま
り
た
る
水
の
事
也
。
舟
こ
と
ば
に
は
、
ゆ
と
云
也
。
殊
更
大
舟
な
ど
に
た
ま
り
た
る
は

夥
敷
也
。
手
の
た
ゆ
む
程
汲
事
に
な
ぞ
ら
へ
て
、
我
物
お
も
ひ
隙
な
き
に
た
と
へ
読
る
心
也
。
い
で
は
是
の
字
を
よ
ま
せ

た
り
。

一
一
〇
（
90
）
あ
ふ
坂
の
ゆ
ふ
つ
け
鳥
に
あ
ら
ば
こ
そ
君
が
往
来
を
な
く
〳
〵
も
み
め
（
古
今
740
）

　
　
　
　
　
　
　

四
景
の
祭
と
は
、
禁
中
に
あ
る
事
也
。
四
方
の
御
門
に
庭
鳥
を
置
か
る
ゝ
也
。
此
鳥
鳴
ま
じ
きに

鳴イ

た
る
を
な
が
さ
る
ゝ
也
。

北
東
に
鳴
た
る
を
ば
、
祇
園
の
ゆ
ふ
し
で
を
付
て
、
逢
坂
・
鈴
鹿
の
関
へ
な
が
さ
る
ゝ
也
。
西
南
に
鳴
た
る
を
ば
、
加
茂

の
し
で
を
付
て
須
磨
・
竜立イ
田
へ
な
が
さ
る
ゝ
也
。
ゆ
ふ
し
で
を
付
る
故
に
、
ゆ
ふ
つ
け
鳥
と
は
云
り
。

一
一
一

×

立
田
山
夕
つ
け
鳥
や
う
と
ふ
鳥
く
れ
な
い
こ
ぼ
す
木
々
の
下
露
（
松
下
集
2142
）

　
　
　
　
　
　
　

木
に
と
ま
ら
ば
紅
葉
の
露
を
こ
ぼ
す
は
、
全
体
う
と
ふ
鳥
の
血
の
泪
を
こ
ぼ
す
に
に
た
り
と
読
る
歌
也
。

一
一
二
（
91
）
さ
ひ
た
妻
又
う
ら
わ
か
身
御
芳
野
の
霞
が
く
れ
に
雉
子
鳴
な
り
（
梵
灯
庵
袖
下
集
9
）

　
　
　
　
　
　
　

さ
ひ
た
妻
と
は
、
若
草
の
惣
名
也
。
諸
草
又
ち
い
さ
け
れ
ば
か
く
れ
所
な
さ
に
、
雉
子
な
ど
も
霞
が
く
れ
に
な
く
と
よ
め

り
。
又
い
た
ど
り
の
事
を
も
云
也
。
歌
に
依
て
心
替
べ
き
也
。

一
一
三
（
92
）
相
思
ふ
春
の
野
に
あ
る
さ
ひ
た
つ
ま
人
に
は
忍
ぶ
名
こ
そ
惜
け
れ
（
梵
灯
庵
袖
下
集
10
）

　
　
　
　
　
　
　

是
は
い●
虎

杖

た
ど
り
也
。

一
一
四
（
93
）
庭
中
に
あ
す
わ
の
神
の
こ
し
は
立
行
末
い
は
ふ
帰
り
来
ま
で
に
（
夫
木
抄
160
51
）
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あ
す
は
の
神
と
は
、
か
ま
の
神
の
事
也
。
こ
し
は
と
は
、
か
ま
の
神
を
祭
る
時
の
赤
飯
の
事
を
云
也
。
其
家
の
内
よ
り
旅

に
立
時
、
何
事
も
な
ふ
頓
而
か
へ
し
給
は
れ
と
て
祭
て
出
る
事
也
。

一
一
五

×

木
づ
た
へ
ば
お
の
が
羽
風
に
散
物
を
誰
に
お
ゝ
せ
て
こ
こ
ら
鳴
覧
（
古
今
109
）

　
　
　
　
　
　
　

鶯
、
巳
が
桜
の
花
な
ど
に
た
は
ぶ
る
ゝ
羽
風
に
ち
る
を
ば
、
誰
が
ち
ら
す
か
と
お
ほ
く
鳴
ら
ん
と
也
。
こ
ゝ
ら
鳴
と
は
、

お
ほ
く
鳴
事
也
。
こ
ゝ
ら
の
年
を
と
云
も
多
く
の
年
と
云
事
也
。
鶯
に
か
ぎ
ら
ず
。

一
一
六
（
94
）
里
遠
き
板
井
の
清
水
我
門
に
人
し
く
ま
ね
ば
み
草
ゐ
に
け
り
（
古
今
1079
）

　
　
　
　
　
　
　

板
井
と
は
板
な
ど
に
て
結
構
に
か
ざ
り
た
る
井
の
事
也
。
三
草
は
う
き
草
也
。

一
一
七

×

人
に
あ
は
ん
つ
き
の
な
き
に
は
終
夜
む
ね
は
し
り
火
に
心
や
け
を
る
（
古
今
1030
）

　
　
　
　
　
　
　

物
の
つ
き
な
き
と
云
事
を
月
に
な
ぞ
ら
へ
読
し
也
。
つ
き
な
き
と
は
便
も
な
き
と
云
心
に
も
通
べ
き
詞
也
。
古
今
の
誹
諧

躰
の
歌
也
。

一
一
八

×

武
士
の
矢
な
み
つ
く
ろ
ふ
こ
て
の
上
に
あ
ら
れ
た
ば
し
る
な
す
の
し
の
は
ら
（
金
槐
集
348
）

　
　
　
　
　
　
　

是
は
正
月
踏
歌
也
。
だ
う
歌
を
あ
ら
れ
ば
し
り
と
歌
・
連
歌
に
は
用
也
。
正
月
十
四
日
・
十
六
日
両
日
也
。
前
の
段
に
是

を
注
也
。

一
一
九

×

ひ
と
は
来
ぬ
桜
は
匂
ひ
や
く
ば
る
ら
ん
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　
　
　

近
来
都
に
て
の
発
句
也
。
き
ぬ
く
ば
り
は
春
也
。
禁
中
に
て
正
月
初
子
の
日
、
そ
の
位
に
よ
り
て
小
袖
を
下
し
給
ふ
を
き

ぬ
く
ば
り
と
云
り
。
是
を
源
氏
に
ひ
か
れ
た
る
事
は
、
紫
の
上
の
三
の
う
ら
み
の
う
ち
に
入
た
り
。
た
と
へ
ば
紫
の
上
に

は
、
い
つ
も
あ
け
の
き
ぬ
を
ま
い
ら
せ
給
ひ
た
り
け
れ
ば
、
気
に
か
け
給
ひ
て
の
恨
也
。
二
に
は
絵
の
恨
。
是
は
源
氏
須

磨
明
石
へ
ま
し
ま
す
時
、
あ
た
り
の
景
気
を
遊
し
置
れ
た
る
絵
ど
も
の
有
け
る
を
、
終
に
紫
の
上
に
見
せ
申
さ
せ
給
は
で
、
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大
裏
に
て
絵
合
の
有
け
る
時
、
始
て
取
出
さ
せ
給
へ
ば
深
御
恨
也
。
三
に
は
こ
と
の
恨
と
は
、
伊
与
の
介
が
所
へ
遣
水
は

し
ら
せ
侍
る
を
御
ら
ん
じ
に
い
ら
せ
給
ふ
て
、
伊
与
の
介
が
娘
に
琴
を
引
か
せ
て
琴
を
枕
に
う
た
ゝ
ね
し
給
ふ
と
き
か
せ

給
ひ
て
の
恨
也
。
三
つ
の
恨
は
源
中
秘
事
也
。

一
二
〇
（
97
）
春
雨
の
し
く
〳
〵
ふ
れ
ば
稲
む
し
ろ
庭
に
も
た
る
ゝ
青
柳
の
糸
（
拾
遺
愚
草
８
・
六
華
集
63
）

　
　
　
　
　
　
　

し
く
〳
〵
ふ
る
と
は
、
日
を
経
て
の
霖
雨
の
事
也
。
細
雨
と
も
云
也
。
詩
に
も
、
細
雨ウ

灑
テ
レ
衣
見
ニ
不
レ
見

閑
‐
花
落
テ

レ
地
ニ
聞
ニ
無
シ
レ
声
。
春
雨
の
目
に
は
み
え
で
こ
ま
か
に
ふ
る
に
、
そ
と
に
立
て
を
れ
ば
衣
し
ほ
と
ぬ
る
ゝ
事
を
云
也
。

一
二
一
（
98
）
東
屋
の
こ
や
の
か
り
寝
の
か
や
む
し
ろ
し
く
〳
〵
ほ
さ
ぬ
春
雨
ぞ
降
（
拾
遺
愚
草
1009
）

　
　
　
　
　
　
　

あ
や
し
き
賤
な
ど
が
子
を
持
て
、
夜
は
し
と
を
し
か
け
て
ぬ
れ
た
る
を
ほ
さ
ん
と
す
れ
ば
、
け
ふ
も
〳
〵
と
ふ
る
雨
の
物

さ
び
し
き
事
を
お
し
は
か
り
て
よ
め
る
歌
也
。
世
上
の
か
ん
べ
ん
肝
要
の
事
也
。

一
二
二
（
99
）
渡スガ
ル鹿
鳴
秋
の
萩
原
朝
立
て
旅
行
人
を
い
つ
と
か
ま
た
ん
（
古
今
366
）

　
　
　
　
　
　
　

鹿
と
一
、
す
が
る
と
一
、
か
の
こ
と
一
、
百
韵
に
三
つ
の
物
な
り
。
か
の
こ
は
夏
也
。

一
二
三
（
100
）
人
や
り
の
道
な
ら
な
く
に
お
ほ
か
た
は
ゆ
き
う
し
と
い
ひ
て
い
ざ
帰
り
な
ん
（
古
今
388
）

　
　
　
　
　
　
　

人
や
り
の
道
と
は
、
人
の
つ
か
ひ
な
ど
に
行
道
の
事
也
。

一
二
四
（
101
）
朝
な
き
に
み
べ
き
君
と
し
契
ら
ね
ば
思
ひ
立
ぬ
る
草
枕
哉
（
古
今
376
）

　
　
　
　
　
　
　

朝
な
き
と
は
、
常
住
に
み
る
べ
き
君
に
て
も
な
け
れ
ば
、
立
ぬ
る
と
は
よ
め
る
也
。
又
あ
さ
の
し
づ
か
な
る
事
を
も
云
な

り
。

一
二
五
（
102
）
こ
り
ず
ま
に
亦
も
う
き
名
は
立
ぬ
べ
し
人
に
く
か
ら
ぬ
世
に
し
す
ま
ね
ば
（
古
今
631
）

　
　
　
　
　
　
　

こ
り
ず
ま
と
は
、
ま
へ
に
人
に
契
て
長
へ
て
は
な
れ
た
る
が
、
す
て
ず
、
又
立
帰
て
思
ふ
事
を
云
也
。



114

一
二
六
（
103
）
恋
し
く
は
し
た
に
を
思
へ
紫
の
ね
ず
り
の
衣
色
に
い
づ
な
ゆ
め
（
古
今
652
）

　
　
　
　
　
　
　

紫
の
ね
ず
り
の
衣
と
は
、
根
を
く
だ
き
て
染
れ
ば
也
。
し
た
に
を
思
へ
と
は
、
し
た
ぎ
の
事
也
。
む
か
し
昔紫イ
の
小
袖
を
下

に
き
て
、
上
に
白
き
ね
り
衣
を
か
さ
ね
て
女
と
ね
て
侍
れ
ば
、
ね
い
き
の
あ
が
り
て
、
自
ね
り
紫
に
染
り
け
れ
ば
、
あ
ら

は
れ
て
名
の
立
し
也
。
そ
れ
よ
り
し
た
に
を
お
も
へ
と
は
読
習
は
せ
り
。
ゆ
め
と
は
努
々
と
物
を
ち
ん
ず
る
事
也
。
夢
と

云
事
に
は
あ
ら
ず
。

一
二
七

×

か
ぞ
ふ
れ
ば
こ
と
し
の
雪
は
し
ら
め
ど
も
雪
か
く
ほ
ど
の
い
と
な
み
も
な
し
（
夫
木
抄
7617
）

　
　
　
　
　
　
　

雪
月
花
な
ど
を
い
と
な
む
と
は
、
面
白
が
り
も
て
あ
そ
ぶ
事
を
云
也
。
源
氏
に
、
橘
の
雪
を
払
ひ
い
と
な
む
と
は
、
橘
の

雪
に
ゝ
た
る
を
翫
事
を
い
ふ
。

一
二
八
（
104
）
東
路
の
道
の
は
て
な
る
ひ
た
ち
帯
か
ご
と
斗
り
も
あ
は
ん
と
ぞ
思
ふ
（
新
古
今
1052
）

　
　
　
　
　
　
　

此
う
た
に
同
じ
歌
を
前
に
注
し
侍
る
也
。

一
二
九
（
105
）
山
川
の
音
に
の
み
き
く
百
敷
を
み
を
は
や
な
が
ら
み
る
よ
し
も
哉
（
古
今
1000
）

　
　
　
　
　
　
　

み
を
は
や
な
が
ら
と
は
、
其
侭
な
が
ら
と
云
事
也
。
百
敷
と
は
、
禁
中
に
百
官
を
お
こ
な
は
る
ゝ
御
座
敷
の
事
也
。

一
三
〇
（
106
）
う
ち
つ
け
に
物
ぞ
か
な
し
き
木
葉
ち
る
秋
の
初
を
け
ふ
と
お
も
へ
ば
（
後
撰
218
）

　
　
　
　
　
　
　

う
ち
つ
け
と
は
、
や
が
て
と
云
事
也
。

一
三
一
（
107
）
な
よ
竹
の
よ
な
が
き
上
に
初
霜
の
を
き
ゐ
て
物
を
お
も
ふ
比
か
な
（
古
今
993
）

　
　
　
　
　
　
　

な
よ
竹
と
は
、
い
か
に
も
よ
は
ひ
な
が
く
う
つ
く
し
き
を
云
な
り
。

一
三
二
（
108
）
霜
八
度
を
け
ど
か
れ
せ
ぬ
榊
葉
は
立
さ
か
へ
べ
き
神
の
き
ね
か
も
（
古
今
1075
）

　
　
　
　
　
　
　

霜
は
一
夜
に
八
度
宛
ふ
る
物
な
れ
ば
、
雪
上
の
霜
と
云
事
習
侍
る
也
。
歌
な
ど
に
大
事
成
べ
し
。
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一
三
三
（
109
）
最
上
川
上
れ
ば
下
る
い
な
舟
の
い
な
に
は
あ
ら
ず
此
月
ば
か
り
（
古
今
1092
）

　
　
　
　
　
　
　

も
が
み
川
は
奥
州
の
名
所
也
。
い
な
に
は
と
は
、
い
や
に
て
は
な
し
と
云
心
也
。
舟
の
漕
ち
が
ふ
時
は
お
も
て
を
ふ
る
也
。

人
の
物
を
い
や
と
云
て
顔
を
ふ
る
に
ゝ
た
る
也
。
こ
の
月
ば
か
り
と
は
、
最
上
は
稲
を
ゝ
き
所
に
て
侍
れ
ば
、
九
十
日
の

間
は
隙
な
く
稲
を
つ
み
か
よ
へ
ば
也
。
又
云
、
此
川
瀬
は
や
き
川
に
て
舟
を
の
ぼ
す
る
に
か
ぶ
り
を
ふ
れ
ば
如
右
よ
み
し

也
。

一
三
四
（
111
）
雲
し
ら
ぬ
雨
に
も
ぬ
る
ゝ
枕
哉
み
か
さ
の
山
を
余
所
に
き
つ
ゝ
も
（
後
撰
715
）

　
　
　
　
　
　
　

雲
し
ら
ぬ
雨
と
は
泪
の
事
也
。
三
笠
の
山
は
名
所
也
。

一
三
五
（
112
）
我
た
の
む
人
の
お
も
ひ
を
て
ら
す
と
て
浮
世
に
残
る
三
つ
の
灯
（
続
古
今
686
）

　
　
　
　
　
　
　

三
の
灯
と
は
、
夜
前
に
あ
ら
ず
。
稲
荷
大
明
神
の
宮
に
三
光
の
玉
を
う
ず
ま
れ
た
る
也
。
彼
明
神
御
う
た
也
。

一
三
六
（
113
）
山
が
つ
の
庵
り
に
た
け
る
し
ば
〳
〵
も
こ
と
と
ひ
こ
な
ん
こ
ふ
る
さ
と
人
（
源
氏
物
語

須
磨
208
）

　
　
　
　
　
　
　

し
ば
〳
〵
と
は
さ
い
〳
〵
と
云
事
を
山
が
つ
の
し
ば
に
な
ず
ら
へ
て
よ
め
る
歌
也
。

一
三
七
（
114
）
さ
き
だ
ゝ
ぬ
く
ゐ
の
八
千
度
か
な
し
き
は
流
る
ゝ
水
の
帰
り
こ
ぬ
か
な
（
古
今
837
）

　
　
　
　
　
　
　

八
千
度
く
ひ
し
た
る
事
也
。
旧
語
に
も
後
悔
無
甲
斐
、
典
薬
も
難
治
物
也
と
云
々
。
人
毎
に
可
思
事
也
。

一
三
八
（
115
）
五
月
雨
の
空
も
と
ど
ろ
に
時
鳥
何
を
う
し
と
か
夜
た
ゞ
鳴
覧
（
古
今
集
160
）

　
　
　
　
　
　
　

夜
た
ゝ
鳴
と
は
、
終
夜
な
く
事
を
云
也
。
人
に
も
有
べ
し
。

一
三
九
（
116
）
山
里
に
と
ひ
く
る
人
の
こ
と
の
葉
は
こ
の
住
居
こ
そ
う
ら
し
や
ま
し
け
れ
（
新
古
今
1761
）

　
　
　
　
　
　
　

こ
と
草葉イ
と
は
、
か
ね
て
人
の
物
を
い
ひ
置
詞
等
也
。

一
四
〇
（
117
）
奥
山
の
ふ
す
ゐ
の
床
や
あ
れ
ぬ
ら
ん
か
る
も
も
た
え
ぬ
雪
の
し
ば
〴
〵
（
夫
木
抄
129
43
）



116
　
　
　
　
　
　
　

ふ
す
い
の
床
と
は
猪
の
あ
る
所
を
云
也
。
か
る
も
と
は
、
木
の
枝
な
ど
を
く
わ
へ
よ
せ
て
猪
の
お
の
が
有
所
を
拵
て
、
寒

中
を
暮
す
事
を
云
り
。

一
四
一
（
118
）
つ
く
〴
〵
と
寝
覚
て
き
け
ば
さ
と
か
ぐ
ら
か
ご
と
が
ま
し
き
世
に
こ
そ
有
け
れ
（
夫
木
抄
7479
）

　
　
　
　
　
　
　

里
か
ぐ
ら
と
は
、
賎
の
め
な
ど
が
夜
う
す
な
ど
を
引
て
歌
を
う
た
ふ
事
也
。
か
ご
と
が
ま
し
き
と
は
、
か
し
ま
し
き
事
を

云
也
。

一
四
二
（
119
）
古
の
と
よ
の
あ
か
り
に
見
し
人
の
猶
面
影
の
し
ゐ
て
恋
し
き
（
新
古
今
1004
）

　
　
　
　
　
　
　

と
よ
の
あ
か
り
と
は
、
大
裳
会
の
御
事
也
。
主
上
の
御
即
位
あ
る
事
也
。
豊
の
あ
か
り
と
は
冬
也
。
霜
月
に
あ
れ
ば
也
。

一
四
三
（
120
）
夜
や
寒
き
衣
や
薄
き
か
た
そ
ぎ
の
ゆ
き
あ
ひ
の
間
よ
り
霜
や
置
ら
ん
（
新
古
今
1855
）

　
　
　
　
　
　
　

か
た
そ
ぎ
と
は
神
の
や
し
ろ
に
か
ぎ
る
事
也
。
一
方
は
ひ
き
く
、
一
方
は
た
か
く
す
る
物
也
。
中
に
も
す
み
よ
し
に
か
ぎ

り
た
る
事
也
。
住
吉
大
明
神
の
御
歌
也
。

一
四
四

×

水
鳥
の
足
に
引ヒ
カ

る
ゝ
ね
ぬ
な
わ
ゝ
人
も
か
ま
へ
ぬ
く
ゝ
り
也
け
り
（
夫
木
抄
7035
）

　
　
　
　
　
　
　

ね
ぬ
な
わ
と
は
、
ふ
る
き
ぬ
ま
の
そ
こ
に
有
ひ
し
づ
る
の
根
の
事
也
。
ぬ
な
わ
と
も
、
ね
ぬ
な
わ
と
も
。
人
に
し
ら
れ
ぬ

な
ど
ゝ
云
事
に
用
侍
詞
也
。

一
四
五
（
125
）
五
月
雨
は
ま
や
の
あ
ま
り
の
雨
そ
ゝ
ぎ
あ
ま
り
有
迄
ぬ
る
ゝ
袖
哉
（
新
古
今
1492
）

　
　
　
　
　
　
　

ま
や
の
あ
ま
り
と
は
、
大
ひ
さ
し
な
ど
か
け
た
る
家
は
軒
端
も
ひ
ろ
し
。
そ
れ
に
も
我
袖
は
ぬ
る
ゝ
と
は
、
あ
ま
り
あ
る

恋
に
と
ん
じ
た
る
心
を
よ
め
る
也
。

一
四
六
（
126
）
時
し
も
あ
れ
田
面
の
雁
の
別
さ
へ
花
ち
る
比
の
み
よ
し
の
ゝ
山
（
新
古
今
121
）

　
　
　
　
　
　
　

時
し
あ
れ
と
は
、
物
の
二
も
三
も
か
さ
な
り
た
る
事
を
云
也
。
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一
四
七
（
128
）
独
ね
は
玉
の
台
も
何
な
ら
ず
は
い
り
の
こ
や
に
二
人
か
も
ね
ん
（
出
典
不
明
）

　
　
　
　
　
　
　

は
い
り
の
こ
や
と
は
、
か
ゞ
み
て
は
い
入
ほ
ど
の
小
家
也
。
そ
れ
に
も
お
も
ふ
人
と
二
人
あ
ら
ば
た
ん
の
成
べ
し
と
也
。

い
か
成
玉
楼
金
殿
た
り
共
独
居
て
物
思
は
し
悲
し
か
る
べ
き
と
也
。
尤
思
慮
た
る
う
た
也
。

一
四
八
（
130
）
清
滝
の
滝
の
白
糸
く
り
た
め
て
山
分
衣
を
り
て
き
ま
し
を
（
古
今
925
）

　
　
　
　
　
　
　

山
分
衣
と
は
ほ
う
ゑ
な
ど
の
事
を
云
也
。
醍
醐
の
清
龍
寺
の
事
を
よ
め
る
歌
也
。
又
山
が
つ
な
ど
の
き
る
浅
ま
し
き
つ
ゞ

れ
の
事
を
も
云
也
。
歌
に
依
て
心
持
替
べ
き
也
。

一
四
九
（
131
）
や
よ
時
雨
物
思
ふ
袖
の
な
か
り
せ
ば
こ
の
葉
の
後
は
何
を
染
ま
し
（
新
古
今
580
）

　
　
　
　
　
　
　

や
よ
時
雨
と
は
、
時
雨
や
い
と
よ
び
む
か
へ
た
る
事
也
。

一
五
〇
（
132
）
あ
ふ
坂
の
中
ふ
み
わ
く
る
か
ち
人
の
わ
た
れ
ど
ぬ
れ
ぬ
花
の
白
な
み
（
新
勅
撰
97
）

　
　
　
　
　
　
　

か
ち
人
の
わ
た
れ
ど
ぬ
れ
ぬ
と
は
、
縁
の
あ
さ
き
人
に
た
と
へ
よ
め
る
也
。
江
・
川
な
ど
も
あ
さ
き
を
ば
か
ち
わ
た
り
と

い
へ
り
。

一
五
一
（
133
）
み
さ
む
ら
ひ
み
か
さ
と
ま
ふ
せ
宮
城
野
ゝ
こ
の
下
露
は
雨
に
ま
さ
れ
り
（
古
今
1091
）

　
　
　
　
　
　
　

御
侍
と
は
、
か
せ
物
や
い
、
御
笠
め
せ
と
申
せ
と
申
せ
ど
ゝ
云
事
也
。
宮
城
野
ゝ
露
は
雨
よ
り
も
ふ
か
し
と
云
義
也
。

一
五
二
（
134
）
夜
も
あ
け
ば
き
つ
に
は
め
な
で
く
だ
か
け
の
ま
だ
き
に
な
き
て
せ
な
を
や
り
つ
る
（
伊
勢
物
語
36
段
）

　
　
　
　
　
　
　

く
だ
か
け
と
は
、
家
の
庭
鳥
と
云
義
也
。
ま
だ
き
と
は
、
は
や
く
鳴
て
我
お
も
ひ
妻
を
と
く
返
し
た
る
が
に
く
け
れ
ば
、

夜
も
あ
け
ば
か
な
ら
ず
狐
に
く
わ
せ
べ
き
云
事
也
。
庭
鳥
は
狐
が
す
き
て
く
い
た
が
る
物
な
れ
ば
か
く
よ
め
る
也
。
せ
な

と
は
、
我
妻
の
事
也
。
は
め
な
で
と
は
、
狐
に
く
わ
すせイ
べ
し
と
云
事
也
。

一
五
三
（
136
）
今
さ
ら
に
雪
ふ
ら
め
や
は
か
げ
ろ
ふ
の
も
ゆ
る
春
日
と
成
に
し
物
を
（
新
古
今
21
）



118
　
　
　
　
　
　
　

か
げ
ろ
ふ
の
も
ゆ
る
と
は
、
春
一
切
の
草
ど
も
の
も
ゑ
出
る
こ
と
を
云
也
。
又
只
か
げ
ろ
ふ
と
す
れ
ば
、
と
ん
ぼ
う
の
こ

と
也
。
と
ん
ぼ
う
を
あ
き
つ
む
し
と
も
あ
き
つ
は
と
も
云
也
。
日
本
国
開
闢
の
始
、
東
方
よ
り
わ
き
出
る
虫
也
。
則
秋
津

島
の
形
成
虫
也
。
珍
重
成
も
の
也
。
穴
賢々
々
。

　
　
　
　
　
　

元
亀
二
年
《
辛
未
》
卯
月
日
書
之　
　

藤
原
朝
臣
□（晴
右
）□

　
　
　
　
　
　

于
時
寛
文
弐
《
壬
寅
》
十
一
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
六
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
従

（
以
下
、
巻
末
37
丁
裏
の
書
き
入
れ
。
本
文
と
同
筆
）

一

う
た
の
と
め
の
事

　
　
　

け
ん
、
な
ん
、
せ
ん
、
い
づ
く
に
て
も
く
る
し
か
ら
ず
。

　
　
　

ぞ
、
け
る
、
こ
そ
、
け
れ

　
　
　

い
つ

い
づ
れ

い
く

な
に

い
か
に

な
ど

か

や

一
首
の
内
に
こ
の
も
じ
な
け
れ
ば
、
ら
ん
と
は
ぬ
る
事
な
ら
ず
。

一

ほ
う
し
・
ほ
つ
し
の
わ
け
の
事

　
　
　

た
と
へ
ば
、
じ
や
く
れ
ん
と
は
ね
候
へ
ば
、
ほ
つ
し
と
つ
め
て
よ
し
。

　
　
　

た
と
へ
ば
、
さ
い
ぎ
や
う
と
よ
み
な
が
せ
ば
、
ほ
う
し
と
い
ふ
。

　
　
　

た
と
へ
ば
、
ど
う
よ
と
い
ふ
ご
と
く
に
て
も
、
ほ
う
し
也
。
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一

あ
そ
ん
、
あ
つ
そ
ん
の
事

　
　
　

歌
人
は
あ
そ
ん
よ
し
。
平
人
さ
む
ら
い
な
ど
は
あ
つ
そ
ん
よ
し
。

　
　
　

歌
に
は
何
に
て
も
あ
そ
ん
よ
し
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
赤
石
ひ
ろ
こ
が
二
〇
一
八
年
度
に
本
学
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
「
和
歌
注
釈
書
『
に
は
た
づ
み
』
考
」
に
付
さ
れ
た
資
料
編
「『
に
は
た

づ
み
』
翻
刻
と
出
典
」
に
お
け
る
出
典
調
査
に
基
づ
き
、
今
回
大
谷
が
全
体
を
見
直
し
、
解
題
と
翻
刻
と
し
て
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　




